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ここに二冊のファイルがある。ともに、帝国議会衆議院会議録の一部分のコピィである。第七三回帝国議会（一九
三七年）から第八六回帝国議会（’九四四年）までの会議録の中から、社会民主主義右派の代表的指導者・西尾末広
の発言が記録されている部分をコピィしたものである。なぜ、この時期の帝国議会における西尾の発言に注目したか
といえば、それは、西尾の発言が、戦時体制下の日本の帝国議会における社会民主主義者の発一一一一回の代表的な例になっ
戦時体制下の社会民主主義者
五一
五四三二 戦時
体
制
下
の
社
会
民
主
主
義
者
は
じ
め
に
国家革新と労勧組合主義の融合
「産業及び労働統制」の論理
「産業報囮会」組み愁えの論理
むすび Ｉ
帝
国
議
会
に
お
け
る
西
尾
末
広
Ｉ
は
じ
め
に
高
橋
彦
博
戦時体制下の社会民主主義者
五二
て
い
る
と
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
社
会
民
主
主
義
者
の
う
ち
、
尖
に
十
名
余
が
、
帝
国
議
会
の
衆
議
院
に
席
を
確
保
し
、
そ
の
識
（１） 
席を、第二次世界大戦中、喪失することなく、戦後まで保持しつづけた。そればかりではない。その社会民主主義者
たちは衆議院の委員会に席を占め、第二次世界大戦中、帝国議会で発言をつづけたのである。さらに、戦時体制下の
帝国議会における議員として、他党派との交遊関係を確立した。この交遊関係を基盤に、日本の社会民主主義者たち
は、大戦終了後、一九四七年から四八年にかけて、日本社会党が首班となり与党となる述立政権を二度にわたって出
現させることに成功している。第二次世界大戦中における日本の社会民主主義者の一部分の、帝国議会における健在
ぶりは、わが国の現代政治史における一つの特徴的な動向となっている。そのような特徴的な動向を解明するひとつ
の試みとして、西尾末広に注目したわけである。
と
く
に
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
戦
時
体
制
下
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
西
尾
の
発
言
の
分
析
を
通
じ
て
、
以
下
の
よ
う
な
ふ
た
つ
の
問
題点に接近することを企図したいと考える。第一は、一九三○年代以降における日本の戦時体制が、社会民主主義の
一部分を抱え込んで、社会民主主義者たちにつねに積極的な発言をつづけさせたその特異性という問題点の解明であ
る。同じ一九三○年代以降におけるドイツの社会民主主義者たちは、そのもっとも右派的な部分でさえ、ナチスの体
制下で、国会議員としての身分を保証されるというような条件の確保は、想像することさえ許されなかったのであ
（２） 
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
場
合
、
社
会
民
主
主
義
者
が
、
十
余
お
も
、
帝
国
議
会
の
議
貝
で
あ
り
つ
づ
け
、
戦
後
の
政
椛
参
画
の
韮
盤
づ
く
り
と
な
る
よ
う
な
活
剛
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
注
目
す
べ
き
小
実
は
、
日
本
の
社
会
民
主
主
義
者
の
動
向
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
そ
れ
よりも、むしろ戦勝国のイギリスにおけるそれに類似していたことを意味するといえよう。このような事態をどのよ
うに理解したらよいのであろうか。そもそも、一九三○年代から四○年代前半における日本のファシズムとは、どの
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
は
、
戦
時
体
制
下
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
右
派
と
し
て
の
西
尾
の
発
言
内
容
が
、
そ
れ
事
態
と
し
て
ば
、
戦
時
体
制
下
の
時
点
に
お
け
る
日
本
の
労
働
者
階
級
の
労
働
条
件
や
団
結
樅
を
独
得
す
る
積
極
的
な
力
向
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
事
実
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
点
で
あ
る
。
天
皇
制
打
倒
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
、
人
民
戦
線
結
成
の
〆
、
１
ガ
ン
の
下
に
果
敢
な
運
動
を
展
開
し
、
弾
圧
を
受
け
て
壊
滅
す
る
戦
闘
的
な
左
派
の
運
動
の
あ
り
方
よ
り
も
、
軍
部
独
裁
体
制
の
内
部
に
浸
透
し
、
地
歩
を
固
め
、
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
そ
の
状
況
に
適
応
し
た
労
働
者
階
級
に
有
利
な
労
働
条
件
と
権
利
を
確
保
す
る
た
め
の
忍
耐
づ
よ
い
迎
動
を
持
続
す
る
妥
協
的
な
姿
勢
の
ほ
う
が
、
尖
は
、
労
働
組
合
主
義
的
な
運
動
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
社
会
民
主
主
義
右
派
に
特
有
な
論
理
が
あ
る
。
そ
の
右
派
特
有
の
論
理
の
ほ
う
が
正
当
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
た
く
な
る
ほ
ど
、
戦
時
体
制
下
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
西
尾
の
発
言
は
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
戦
時
体
制
下
の
日
本
の
労
働
者
階
級
の
生
活
条
件
を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
を
、
す
な
わ
ち
、
い
い
か
え
れ
ば
西
尾
に
見
ら
れ
る
産
業
民
主
主
義
Ⅱ
労
働
組
合
主
義
の
発
想
が
も
つ
問
題
性
を
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
で
あ
っ
た
産
業
民
主
主
義
や
労
働
組
合
主
義
の
発
想
を
労
資
協
調
主
義
に
帰
蒜
さ
せ
て
全
面
的
に
否
定
す
る
と
ら
え
方
の
今
（３） 
日
的
克
服
の
道
を
模
索
す
る
意
図
を
含
め
つ
つ
、
西
尾
の
発
一
高
に
即
し
て
検
討
を
試
永
る
こ
と
に
し
た
い
。
西
尾
に
よ
る
戦
時
体
制
下
の
帝国議会における発言は、産業民主主義Ⅱ労働組合主義が、社会民主主義者の右派によってとらえられた場合、どの
よ
う
な
歪
み
を
生
ず
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
、
社
会
民
主
主
義
右
派
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
歪
承
を
是
正
す
る
な
ら
ば
、
産
業
民
主
主
義
Ⅱ
労
働
組
合
主
義
は
、
む
し
ろ
、
穣
極
的
な
意
義
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
労
働
迦
動
の
指
導
理
念
で
あ
る
事
実
を
、
結
果
と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
私
の
問
題意識は、実をいえば、今日の、すなわち、一九七○年代以降の日本の労働運動においては、産業民主主義Ⅱ労働組
戦時体制下の社会民主主義者
五三
戦時体制下の社会民主主義者
五四
合主義の指導理念が右派的労働運動に専有されている事態の克服が、きわめて現実的な課題になっているのではない
か
と
す
る
点
に
あ
る
こ
と
を
、
一
言
、
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
まずはｙ私の手許にある二冊のファイルによって、戦時体制下の帝国議会における社会民主主義右派を代表する西
尾末広の発言の主な部分を見ることにしたい。（文中、敬称を省略させていただく。）
（２）一九三三年四月、ナチス政権下のメーデーに参加することを決定した全ドイツ労働組合（ＡＤＧＢ）の指導者たちの態度
については、「労働組合はナチス国家に定住する覚悟をしたように見えた」と記述されている。しかし「不名誉のメーデーが
過
ぎ
た
あ
る
日
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
そ
の
ナ
チ
ス
突
撃
隊
（
Ｓ
Ａ
）
を
派
遣
し
て
労
働
組
合
の
建
物
を
占
領
し
、
そ
の
指
導
者
を
逮
捕
し
た
。
間
も
なく労働組合そのものも破壊され、『ドイツ労働戦線』に移行させられた」のであった。ウォルター。タイマー箸、内海洋一
訳『ドイツ社会民主主義の歩みｌペーベルからオーレンハウァーまで－Ｊ（一九六○年・社会思想社、現代教養文庫）二○
ページ。ゴ“］【閂曰ロの目ｇご・口切①房〕目。】］の：目角・］濡吋言の傾○の吋旦のロ§毎の貝巴凶巳旦の日・汀島の．ご切司・旬日ロｎ戸のぐの愚喰
切の日・社会民主党の財産没収は一九一一一三年五月、社会民主党と同党議員の活動禁示は一九三三年六月であった。
（３）産業民主主義について、一般的には次のようにとらえられている。「企業や産業における労働組合の役割が高まり、労働
組合が資本家と対等の立場にたって企業や産業を発展させる任務をもつようになったと称して積極的に労資協調主義を説く
理論および政策。」具体的な姿としては、「企業段階では経営管理や生産計画への労働者の参加、さらに産業政策にかんして
は、労・資・政府による三者協議の体制の樹立を提唱」する点でとらえられ、結論としては、「国家独占資本主義体制のな
かに労働組合をくみいれようとするもの」なる規定が与えられる。編集委員会編『新版、社会科学辞典』二九七八年・新
日本出版社、旧版も同内容・）ところで、最近、産業民主主義について、「労働組合の経済的・社会的意義を具体的に説くこ
（１）帝国議会に対する日本の社会民主主義者の進出と、そこにおいて占めた位置については、拙著『日本の社会民主主義政
党ｌ構造的特質の分析』（一九七七年・法政大学出版局）の結章「日本の社会民主主義政党における『政治的成熟』につい
て」を参照されたい。
Ｉ
一
九
三
○
年
代
か
ら
四
○
年
代
に
か
け
て
の
戦
時
体
制
を
、
い
か
な
る
意
味
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
規
定
し
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
めて厳密な検討を加えることが必要とされる理論課題となっている。それは、「日本ファシズム」や「天皇制ファシ
ズ
ム
」
な
る
把
握
が
「
木
質
規
定
」
と
し
て
先
験
的
な
地
位
に
位
置
づ
け
さ
れ
、
「
機
能
的
な
概
念
」
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
な
く
、
「学術上の用語としてはあまりにも無内容なもの」になっているとする辛辣な批判があり、その批判に対する反批判
が展開されて、戦前の日本のファシズムをいかにとらえるかが、今日、近代史の分野における論争課題になっている
（１） 
からというだけでない。一九七○年代後半以降、戦後政治史における政治反動の性格が明確に露出しはじめ、第二次
世界大戦後の新しい社会状況において新型ファシズムの動向が顕在化しはじめているという現代史の息吹きが、今
（２） 
日、生念しく感じられる状況にあるからであり、この状況において、新しい動向を的確にとらえるためには、第二次
戦時体制下の社会民主主義者
五五
の思想は、資本主義社会で労働組合が市民権を確立し発展していくうえで一定の積極的役割をはたした」と評価されるよう
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ウ
ェ
ッ
プ
的
産
業
民
主
主
義
は
「
経
営
参
加
」
「
共
同
決
定
制
度
」
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
、
民
主
的
規
制の「革新的潮流」とは「対立している」ととられている。藤島洋一「産業民主制」『経済学辞典』（一九七九年・大月書
店
）
。
ウ
ニ
ッ
プ
的
産
業
民
主
主
義
の
「
積
極
的
役
割
」
は
、
労
資
協
調
主
義
と
し
て
展
開
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
条
件
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あるが、発達した資本主義国の政治革新が現実課題となる条件では、かつての産業民主主義の「積極的役割」が、いまや民
主
的
規
制
な
ど
の
「
革
新
的
潮
流
」
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
見
る
ぺ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
産
業
民
主
主
義
を
と
ら
え
直
す
視
点
で
、
戦
後の労働運動史における「産別ｌ総評Ｌの転換過程を分析した試論として、拙稿「労働運動の分裂と再編」『体系・日本現
代史』第六巻二九七九年・日本評論社）を挙げておきたい。
二
国
家
革
新
と
労
働
組
合
主
義
の
融
合
戦時体制下の社会民主主義者
五六
世
界
大
戦
中
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
あ
ら
た
め
て
と
ら
え
直
す
試
承
が
不
可
避
の
理
論
課
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
再
検
討
が
論
争
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
現
状
分
析
と
の
関
述
で
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
論
課
題
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
一
九
三
八
年
の
国
家
総
動
員
法
を
見
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
、
あ
ら
た
め
て
、
日
本
に
お
け
る
一
九
三
○
年
代
以
降
の
峨
時
体
制
が
、
国
民
の
自
由
を
抑
圧
し
、
そ
の
財
産
所
有
権
を
侵
害
す
る
非
常
時
態
勢
で
あ
り
、
その意味でまぎれもない一種のファシズムであったことを確認させてくれる。一九三八年、帝国議会を通過した国家
総動員法は、その第一条で「国家総動員トハ戦時（戦争二準ズペキ事変ノ場合ヲ含ム、以下之一一同ジ）一一際シ国防目
的
達
成
ノ
為
国
ノ
全
カ
ヲ
最
そ
有
効
二
発
揮
セ
シ
ム
ル
様
人
的
及
物
的
資
源
ヲ
統
制
運
用
ス
ル
ヲ
調
う
」
と
規
定
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
この第一条における戦時動員体制を確立するため、第一条以下の各条で、人的物的資源の統制運用のための勅令を発
す
る
梅
原
の
確
定
ま
で
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
家
総
動
員
法
は
授
権
法
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
○
年
代
に
お
け
る
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
確
立
の
た
め
の
法
体
制
整
備
の
原
点
と
な
っ
た
こ
の
国
家
総
動
員
法
が
第
七
十
三
回
帝
国
議
会
を
通
過
す
る
さ
い
、
社
会
大
衆
党
所
属
の
西
尾
末
広
は
、
国
家
総
動
員
法
委
員
会
理
事
と
し
て
次
の
よ
う
な
賛
成
演
説
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「私〈木案ガ上程サレル前ナラパ兎モ角、一旦上程サレマシテ、而モ政府ガ確信ヲ以テ通過サセョウト券へテ層ラレルコトーー鑑
ミマシテ、若シ是〃否決等ノコトニナリマスナラパ、ソレガ国内二於ケル士気及ピ国際的一一及ボス影瀞等ノ重大サヲ考へマシ
テ、幾分不満ノ点ガァリマセウトモ、出来得ル限り政府二御考慮ヲ煩シテ、吾念議風ノ意ノアル所ヲ御酌坂リヲ願ツテ、出来ル
ダヶ良イモノーーシテ、是非トモ木案ヲ通過サセタイト云プ立前カラ、租〈幾多ノ質疑ヲ試ミタイト忠フノデアリマス」（「第七十
三回帝国議会衆議院国家総動員法案委員会議録（速記）第十回、昭和十三年三月九日」八’九ページ。以下、「国家総動員法案
会議録、回数、日付Ｌの形式で略記。）
西尾は、友愛会以来の、労働組合運動の指導者であった。一時、左派に接近したが、総同盟と評議会の分裂以降、
一貫して右派的労働運動の最先端を行く職業的活動家として、日本の労働運動を代表する立場にあることを自他とも
に許していた。第一回普選以降、社会民衆党、社会大衆党に属し、無産政党出身議員として国会活動の経験も積んで
いた。西尾は、第一回普選（一九二八年二月）では大阪一一一区で当選、節二回普選（一九三○年二月）でも当選、第一一一
回普選（一九三二年二月）と第四回普選（一九三六年二月）では落選、第五回普選（一九一一一七年四月）で無産政党議
員大量進出（四一名）の一員として大阪四区で当選、一九三七年十二月開会の第七十三回帝国議会に臨んでいるので
あった。そのような経歴の西尾が、政友、民政両党の批判的姿勢を乗り越え、むしろ率先して国家総動員法に賛成し
たのは、どのような論理にもとづくものであったのであろうか。西尾が第一に示すのは、「日本精神」による「資本
主義改革」に対する同意であり、近衛内閣による新しい体制づくりに対する同意である。
「精神的国家総動員卜云フコトハ、之ヲ一一一一一ロニシテ申シマスナラ。〈、日本ノ全国民ガ日本精神二透徹スルコトデアリマス、即チ
日本精神ノ徹底ガ精神的国家総動員ノ基本デァルト恩フノデァリマス」「近衛首相〈誉テ、社会正義ヲ指導精神ニスルト仰シャ
ッタコトガァルシ、又或ル時一一〈、利益ノ追求ヲ本意トスル所ノ機構二欲陥ノアルコトハ吾為ノ認ムル所デアリマシテ、此鉄陥
ヲ出来ルダヶ是正シテ、公益ヲ主眼トスル所ノ経済ノ発達二依リマシテ、生産力ノ拡充其他ヲ図ルト云うコトニ、今後益々官民
共二協力シナヶレ．ハナラヌト忠ツテ居りマス、トモ言〈レタコトガアル、共他屡々時二舷レテ首相ノ御話ニナリマシタコトヲ蒐
集編斡シテ児タナラパ、大体二於テ資本主義ヲ少クトモ是正シナヶレパナラヌ、之ヲ少シク言ヒマスナラパ、資本主義ヲ改革シ
ナケレパナラヌト云うコトヲ、従来言ハレテ屑ルコトガ理解出来ルノデアリマス、…最鼎今日二於テハ、モウ少シ総理〈械極的
一一、此梵本主義二対スル挾陥〃何処ニアルカ、之ヲ是正スル為ニハ如何ナルカ法ヲ執ルペキデアルカト云フコトヲ主張スペキ時
デハナイヵ」（「国家総動員法案会議録、雛十回、昭和十三年三月九川」九ページ。）
西尾がここで示している見解は、社会大衆党として国家革新の立場をとるという態度表明の意味を含んでいた。↓
戦時体制下の社会民主主義者
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五
八
つとも、西尾は、この見解表明のあと、「斯ゥ云う時デァリマスルヵラ、或〈『スターリン』ノ如ク、或〈『ムヅソ
リニ』ノ加ク、或（『ヒットラー』ノ加ク大胆率直一一、日本精神〈是ダ、日本ノ進ムベキ道〈是ダト云うコトヲ、全
国民二指シ示ス時機二到達シテ届ルノデハナイヵ卜思フノデァリマス」と発言し、さらにほぼ同じ表現の発言を本会
（３） 
議でおこなって懲罰問題に捲き込まれている。時流に迎合するあまり、勇み足をしたわけであるが、この比較的に有
名な懲罰問題には立ち入らないこととし、西尾における国家革新肯定の論理の内容を、もう少し詳しくみることにし
たい。総同盟の指導理念であった「健全なる労働組合主義」が、巧永に国家革新の論理に取り入れられている点に西
尾発言の特徴があるように思われるからである。
西尾はいう。「国家総動員卜云フモノノ運用〈、其中一一労働動員が非常ナ重要ナル地位ヲ占メテ届ルノデァリマス」
（同上会議録、一二ページ）。その上で、西尾は、近衛内閣に対し「労働国策審議会」の設置を提唱する。提唱する論
理は次のような屈折したものである。
「事変〃起リマシタ後ノコトーー付キマシテハ、私〈除リ多クノ心配ヲシテ届ナイノデァリマス、私〈寧口此法案〈準備規定ノ巾‐
一一、重要性ガアルノデハナイカ卜思フノデアリマス、即チ我国ノ戦争ノ歴史ヲ綴イテ見マシタナラパ、我国ノ軍ノ特徴〈、先ヅ
『スタート』ガ早イ、機先ヲ制スルト云フコトガ特徴トサレ、ソレガ又戦争ノ上一一非常二重要ナ役割ヲ務メテ来テ屑ルノデアリ
マス、而モ軍当局ガ御述一一ナルャ●ワニ是カラノ戦争〈最初ノ『スタート』ヲ良クスルコト、立上リヲ良クスルコト、出来ルナラ
パ一撃ヲ以テ敵ノ心臓部ヲ破壊スルト云うヤウナコトガ、非常二戦略上重要一一ナッテ来テ居ルト忠フノデァリマス、ソレヲ考へ
マスト、平時カラ戦時二『カーヴ』ヲ切ルト云う時〈、出来ルダヶ滑力一一、出来ルダヶ敏速一一『カーヴ』ヲ切ルト云うコトガ非
常一一重要ナノデアリマス、其点ヲ恩ヒマスルナラパ、其『カーヴ』ヲ滑カーースル為一一〈、平時二於テ相当恩切ツタ改革ヲヤラナ
ケレパナラヌノデハナイカト思う、例へパ戦時ニナリマスルナラバ、之ヲ工場一一例ヲ坂ツテ見マスナラパ、最早ヤ或ルエ場デハ
営利ヲ目的一一シナイデ、国家目的ノ為一一工場ノ操業ガ営マレルコトニナル結果トシテ、或〈労働者、資本家、或〈官庁、サウ云
プモノノ代表者ガ染ツテ、工場委員会ヲ設置スル、ソレガエ場ヲ管理シ、或〈運営シテ行クト云うコト一一ナラウカト恩フノデァ
リマス、サウ云うコトヲ考へテ兄マスルナラパ、前日マデ何モサウ云うコトニ付テ施設ヲ行ハズ一一侭イテ、戦時ニナッタヵラ池
ヲ喰ツテサウスルト云フコトデハ、是亦言フマデモナク、以前カラソレニ対スル準備ヲヤッテ居ツタ方ガ宜イコトハ明デァリマ
ス」（「国家総動員法案委員会議録、第十回、昭和十三年三月九日」一四ページ。）
しかし、政府の答弁は、西尾の「労働国策審議会」の提唱を拒否するものであった。木戸（幸ご国務大臣は「政
府
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
労
働
国
簸
二
付
テ
、
只
今
急
遼
御
話
ノ
ャ
ウ
ナ
委
員
会
ヲ
組
織
ス
ル
ト
云
う
コ
ト
マ
デ
ハ
考
へ
テ
屑
ラ
ヌ
ノ
デ
ァ
リ
マス」（同上会議録、二九ページ）と答えている。西尾は、「労働国策審議会」の提唱が不発に終わると間髪を入れ
ず
、
今
度
は
、
熟
練
工
不
足
問
題
へ
の
対
応
を
理
由
に
、
失
業
保
険
制
度
と
労
働
時
間
制
限
に
つ
い
て
政
府
に
提
言
を
試
み
て
い
る
。
「労働国策瀞議会」の提唱は、西尾にとっては限界状況における労働組合の市民権確立のための発案であった。それ
は
同
時
に
、
労
働
組
合
の
指
導
者
の
地
位
保
全
の
た
め
の
懸
命
の
努
力
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
「
労
働
国
簸
審
議
会
」
は
、
労
働
組
合
を予想される新体制に組み込むための組織づくりの提唱であったのであり、具体的には「ソレゾレ民間ノ『エキス．ハ
ート』ヲ御集メーーナッテ……」と西尾が自ら語っているように（同上会議録、二九ページ）、労働組合指導者の活用
を
求
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
で
は
、
熟
練
工
不
足
問
題
に
つ
い
て
の
提
言
は
、
い
か
な
る
含
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か。西尾は、まず、熟練工不足問題から失業保険法の制定を求める議論を展開する。
「ソレデハ少シ方面ヲ変へテ総動員卜熟練工ノ関係二付キマシテ、御尋致シクイノデアリマス、国防計画二熟練労働者ガ必要デ
ァリ、而シテ現在ノ状態二於テモソレガ不足ヲ告ゲテ届ルト云うコトハ明ナ事実デアリマス、ソコデ何故熟練工ガ不足ヲ告ゲテ
居ルカ、是〈日本ノ国ノミナラズ、主ナル国々一一共通セル今日ノ悩ミデアリマス、…日本特有ノモノハ何デアルカト云う卜、私
〈失業保険ガナイカラダト忠フノデアリマス、吾だ〈多年失業保険制度ノ実施ヲ要求シテ来夕ノデアリマスガ、従来サウ云う．
戦時体制下の社会民主主義者
五
九
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六
○
トハ多〃願ラレナカッタノデァリマス、…若シ失菜仰醗灰〃実施サレマスト、札熟練工〃失業ヲスレパ、他ノ仕那〃見付カル迄〈
失業爆陳手当ヲ職ツテ、仕耶ヲ侍ツテ屑ル、即チ失業醗恢〈熟練労働者ノ『プール』デァリマス、斯ウ云う意味二於キマシテ、
熟銚鰯劉剛者〃今モ足ラヌシ、一旦戦争一一ナリマスナレパ、月ソ廻サレルホド足ラヌャウニナルコトハ、除リニ児ェ透イテ明力ナ
ノデアリマス、…戦時二於ケル熟練瀞側者ヲ散逸セシメナイト云う意味一一於テ、遥二熟練職工ソ排ヘョウト忠ツテモ川来ナイノ
デアリマスカラ、川米ルグヶ熟練渤伽者ヲ保渡スル意味二於キマシテ、失業像陳ノ川題ソ新シク券へ直サネパナラヌノデハナイ
カ、繩劉偲二恩フノデアリマス」（「国家総動員法案委員会議録、第十回、昭和十三年三月九日」二九’三○ページ。）
第七十三回帝国議会で．国家総動員法案が群議されている状況は、二・二六事件以降、軍部支配体制が強化され、政
党
政
治
が
終
焉
を
迎
え
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
り
、
蔵
淋
橘
事
件
に
よ
る
日
中
戦
争
の
全
面
腱
附
が
附
姑
さ
れ
、
噸
戦
時
体
制
は
総
力
戦
遂
行のための完全な戦時体制へ移行しつつある状況であった。そのような状況の中で、西尾が、心の奥深いところで労
働者階級の生活条件や労働条件の改善を考えていたとして、その真意は、帝国議会の場において、二重に○も三重に‘も
屈折しさまざまな粉飾を施した上でしか表川することが許されなかったであろうことは十分に批察できる。では、右
に見られるような西尾の提言は、限界状況において、ほぼ全面的な状況埋没を試糸ながら、その上で、結果として現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
労
働
者
階
級
に
対
す
る
プ
ラ
ス
の
効
采
を
予
測
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
、
労
働
運
動
指
導
者
と
し
て
の
捨
身
の発言と評価できるであろうか。その点の評価を側係しつつ、両足の捉胃のつづきを見ることにしよう。西尾は戦時
体制下の熟練〃働力保全箙を提言する文脈の展開線上で、失業保険制度につづけて労働時間の短縮を提起する。
「国防上熟練競働者ヲ保有スルト云うコトハ、非術一一通要デァルノデァリマスガ、ソレニ側迎シテ労働時間ヲ制限スルコトガ、
必撰デナイカト私〃琴へマスノハ、斯ウ云ブ皿，川ガァルノデァリマス、……労働ノ稀釈卜云フコトガ那変一一於テハ行ハレルノデ
アリマスガ、共場介二何卜云ヒマシテモ、熟純職工卜云フモノガ巾，心ニナラナヶレパナラヌ……ソコデドウシタラ戦時二於テ不
足スル熟練労働者ヲ補フコトガ出来ルカト中シマスレ．〈、是〈、他ノ商品ノャウニ、或〈『ガソリン』ノャウニ、或〈鉱石ノャ
ウニ、之ヲ『ストック』シテ世〃訳一一〈行カナイノデァリマス、労働〈労働者ノ身体二付イテ暦ルノデアリマスカラ、結局労働
時間ヲ制限スルコトニ依ツテ、労働者ガ個念一一労働カヲ『ストック臼シテ極〃卜云プコトガ必要デハナイカト忠ヒマス、……例
へ．〈平時八時剛制度一一シテ侭クト、戦時二十二時間例カナケレパナラヌト五フナラパ、近劉ノ労働蝋加ガ出来ル、平生カラ五割
熟練労働ヲ『ストック』シテ極イタト云うコトニナル、斯ウ云う意味二於テ、労働時間制ノ剛題〈、国家総動員ノ問趣二側迎シ
テ、避亦新シイ見地一一立ツテ取上ゲテ、真剣二考へナヶレパナラス問題デハナイカ」（「国家総動、法案委貝会議録、節十四、昭
和十三年三月九Ⅲ」三○’三一ページ。）
西尾の概極的な提一一．一Ｍの雅庇にあるのは、国家総励且体制に示される近衛内側の新しい体制の櫛想が「溢水主雅ヲ改
革」する方向性をもっているとする評価であった。この評価は、四足個人のものではなく、社会大衆党がすでに一九三
七年十一月の大会「宜一一両」で、「真正なる挙国一致の達成／，銃後国民生活の安定／・資本主義の改紘／・」と、三つ
の
〆
匝
Ｉ
ガ
ン
を
一
体
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
事
実
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
西
尾
の
発
言
の
立
場
は
、
先
に
も見たとおり、「日本精神」を称揚する立場であり国家革新の立場であった。ただし、西尾の場合、国家革新に労働
組合主識を融合させている点が特徴的な点になっている。西尾は、国家総動員体制における労働力統制に関述して、
とくに噸戦時体制下における労働組合組織とそのヨキス．ハート」（指導者）を活川した労働力統輔体制づくりの意
毅を強剥した。そこから、典休的に、「労働国簸群議会」が捉咄され、失業保険制皮を「プールＬとして位肚づけ、
労働時間の制限を「ストック」として利川する熟練労働力保全雛が提唱された。そして、川越点は、先に剛保した問
題点であるが、国家革新と労働組合主義が融合したとき、労働者階級の階級的利益を追求する視点が、たとえどのよ
うに屈折し沈潜した形においてであれ、その融合状態の中で貨徹されているかどうかにあるということになる。
（１）Ⅲ木ファシズム論についての辛辣な批判の嚇欠となった論稲としては伊藤隆「昭和政沿史研究への一視角」『思想』（鯛六
戦
時
体
制
下
の
社
会
民
主
主
縫
行
李ハー
第七十三回帝国議会において、西尾末広は、鈴木文治外とともに、「産業及労働ノ統制二関スル建議案」の提出者
と
な
っ
て
い
る
。
「
産
業
及
び
労
働
統
制
」
の
建
議
は
、
一
九
三
三
年
以
来
、
鈴
木
や
西
尾
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
政
府
に
対
し
て
な
さ
れてきたものであるが、ついに採択されることなく、第七十三回帝国議会においても採択延期の処理を受けた。「産
業及び労働統制」の建議の内容は、一九三○年代後半の帝国議会で示された西尾の国家革新を労働組合主義に融合さ
戦時体制下の社会民主主義者
一ハ一一
二四号。一九七六年六月）を挙げることができる。日本ファシズムをめぐる雌近の論争の状況を、生産的な論争展開の方向
を模索する視点でまとめたものとして、竹山護夫・篠原誠。九七七年の歴史学界１回願と展望、日本（近代、六）」（『史
学雑誌』第八七赫節五号、一九七八年五月）一八七’一八九ページ、がある。
（２）一九七八年七月における莱栖自衛隊統合総僚会議議長の解任問皿を契機として有珈立法問題が突出した状況を、耶那ファ
シズムとしてとらえた場合、その躯珈ファシズムが戦前の躯部ファシズムとどのような意味で共迦するかが問われることに
なり、その点の検討を皿じて「復古型ファシズム」と「現代型ファシズム」の、臓捗造が問題点として浮かび上がることに
なる。この点については、山口定「不安の政治化と反動の顔Ｉ反動現象の雌史的位机を考える－Ｊ『世界凸（一九七九年一
月）、または拙稲「政治反動の韮水仙性桁について－閂耶那ファシズム』と旬日木型ファシズム』の側巡で－Ｊ『労肋法律旬
報】（鯛九六一号。一九七八年十月上旬）を参照。
（３）一九三八年三月十一日、衆議院本会縦で国家総動員法案に銃成減説をおこなった西尾は、懲剛委貝会にかけられたのち、
同年一一一月二十三日、譲瓜を除名された。西尾自身が認めているように、国家総動員法について秋極的な焚成減税をおこな
い、近衛首机を激励した西尾に対する保守党の川の「反感Ｌがこの懲馴の背後の事勝であったと兄ることができる。除名処
分を受けた西尾は、一年後に、補欠選挙に立候補して当選し、一九三九年十二月開会の節七十五議会では、ふたたび議場に
姿を見せた。西尾末広『大衆と共にＩ私の半生の記録ｌ』（一九五一年・世界社）三二二ページ以下、を参照。
三
「
産
業
及
び
労
働
統
制
」
の
論
理
評議会と分裂した直後の臨時大会で、総同盟は「日本日体の労働運動の新型態Ｌを求めるものであることを確認し
（鈴木文治会長、閉会の辞）、新しい運動の方向を「大正十三年度宣言の精神」であり「新たに採用したる現実政簸」
であるとした（一九二五年十月・宣一一一一口）。総同盟は、一九二八年の大会で「我等の大正十三年以来の現実主義の勝利」
を
宣
言
し
（
鈴
木
文
治
議
長
挨
拶
）
、
そ
の
あ
と
、
総
同
盟
は
、
労
働
組
合
法
制
定
に
全
面
的
な
取
組
を
開
始
す
る
。
総
同
盟
は
、
労
働
組合法制定に対する取組の中で、その指導理念としての「現実主義」を「健突なる労働組合の発展」が具体的内容に
な
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
（
一
九
三
○
年
度
大
会
に
お
け
る
労
働
組
合
法
に
関
す
る
声
明
）
。
総
同
盟
の
一
九
三
二年度大会で発表された鈴木文給顧問（前会長）のメッセージは、「現実主義の糀神」の再確認を求めるとともに、
「現実主義の糀神」の内容が「争議の統制Ｌ「社会編利施設の墹進」にあり、総同慨として「社会的信川を繋ぎ」と
戦時体制下の社会民主主義者
一ハ一一一
格
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
労
働
巡
動
右
派
の
指
導
理
念
が
、
ま
ず
「
現
実
主
義
」
と
し
て
確
定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
五
年
に
お
け
る
総
同
盟
第
一
次
分
裂
の
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
総
何
捌
に
お
け
る
「
汎
突
主
義
」
は
、
一
九
三
○
年
に
「
健
突
な
る
労
働
組
合
主
義」へ転化し、その「健実なる労働組合主義」は、一九三四年に「産業及び労働統制Ｌの指導理念へ転化している。
ところで、日本における労働運動右派の指導理念は、状況対応として「国情に立脚」（一九三二年・総同盟新綱領）
する形態転化を示したのではなく、当初から、論理権造的に「国情に立脚」する方向性をもっていたと理解すべき性
せてとらえるとらえ方が、当時の日本の労働運動右派の指導理念を代弁するものであることを示すとともに、右派的
労
働
運
動
に
お
け
る
国
家
革
新
を
労
働
組
合
主
義
に
融
合
さ
せ
る
論
理
が
ど
の
よ
う
な
内
実
の
も
の
で
あ
る
か
を
端
的
に
示
す
例
に
な
っ
て
いる。
戦
時
体
制
下
の
社
会
民
主
主
義
者
六
凹
めることが重要であることを訴えている。鈴木のこのメッセージに応える形で、大会は「労働組合主義徹底に関する
決議」を満場一致で可決し、「健実なる労働組合主義」が「新社会における産業秩序を形成し得るもの」であること
を明らかにした（一九三二年十一月）。こうして、総同盟は一九一一一四年度の大会で、西尾末広の提案説明による「産
業及労働統制の件」を可決するにいたるのである。以上の経過を年表としてやや詳しく整理しておくと左表のように
（１） 
なる。一九三二年
一九三二年
一九三一年十一月
一
九
三
一
年
六
月
一
九
三
○
年
十
一
月
一九二八年十二月
一
九
二
四
年
一
月
一
九
二
五
年
五
月九七
)１月
総同盟大会で「方向転換」として「現実主義」の宣一一一口が左右両派によって採択される。
総
同
盟
か
ら
左
派
が
分
立
、
評
議
会
と
な
る
。
分
裂
後
の
臨
時
大
会
で
総
同
盟
は
「
現
実
主
義
Ｌ
的
指
導
理
念
を
確
認
す
る
（七四九ページ）。
総同盟、海員組合などにより労働立法促進委員会が結成され、「現実主義」の内容として労働組合主義の
方向が明確になる（二二○’二二一ページ）。
総伺蝋大会で労働組合法の制定を求める決議がなされ、総同捌の方針として「健災なる労働組合Ｌが「産
業発展の合理的雅礎」になることの確認がなされる（八二二’八一一三ページ）。
労働立法促進委員会加盟組合に中間派系糾合を合わせ、最初の労働戦線統一組織として日本労働供楽部が
結成される。日本労働倶楽部の参加資格は「健全なる労勧組合主義を以って指導精神とするもの（共産主
義、無政府主義、ファシズム等の指導精神に反対する）」と規定された（四七’七四七八ページ）。
総同盟大会で労働組合法獲得運動に関する決議がなされ、労働組合法の制定が「産業上に合理的挙国一致
の基礎を打ち建てるもの」であるとする確認がなされた（八四七ページ）。
総同盟中央委員会で「健実なる労働組合主義Ｌの方針を決定（二二二ページ）。
労働立法促進委興会の解散（一九三二年四月）を受けて、日本労働倶楽部は当初の予定どおり川本労働組
一
九
二
○
年
代
後
半
の
政
党
政
治
崩
壊
状
況
の
中
で
、
「
現
実
主
義
」
は
「
健
全
な
る
労
働
組
合
主
義
」
に
転
化
す
る
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
「
産
業
及
び
労
働
統
制
」
の
論
理
を
も
展
開
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
総
同
盟
の
指
導
者
が
鈴
木
文
治
か
ら
松
岡
駒
吉
に
交
替
（２） 
した時点で、斎藤健一の構想力によって「健全なる労働組合主義」が提起されることになった。松岡と斎藤の把握の
中
に
は
、
「
健
全
」
と
い
う
よ
り
「
堅
実
」
（
ま
た
は
「
健
実
し
と
す
る
発
想
が
あ
り
、
総
同
盟
を
経
営
体
と
し
て
確
固
と
し
た
＄
の
戦時体制下の社会民主主義者
六五
一
九
三
七
年
十
月
一九三四年十一月
一
九
三
六
年
一
月
一九三三年十一月
一九三二年十一月
合会議に改組された。指導理念は「三反主義Ｌであり「健全なる労働組合主義Ｌであることが結成大会宣
言で確認された（四八三ページ）。
総同盟大会で新綱領が採択され「国情に立脚し、資本主義の根本的改革を図り以って健全なる新社会の建
設を期す」との新方向が確立された（二七七ページ）。また、大会宣一一一一点で、「健全なる労働組合主義」の成
果が確認されるとともに、その「具体化Ｌと「徹底Ｌが「産業の維持、繁栄」に結び付き、「世界の大勢」
と
し
て
の
「
社
会
主
義
的
統
制
経
済
を
基
本
と
す
る
新
秩
序
」
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
分
析
が
明
示された（二一一一二ページ）。なお、この大会から鈴木文治にかわって松岡駒吉が会長となる。
総
同
盟
中
央
委
員
会
で
「
産
業
及
び
労
働
統
制
に
関
す
る
建
議
Ｌ
を
お
こ
な
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
松
岡
駒
吉
会
長
と
西
尾
末広主事が総理大臣以下各省を訪問して建議をおこなった（二五二ページ）。
総同盟大会で「産業及労働統制の件」が可決される（八八三ページ）。
総
同
盟
と
中
間
派
・
全
労
と
の
合
同
が
な
さ
れ
、
全
日
本
労
働
総
同
盟
（
全
総
）
が
結
成
さ
れ
る
。
「
労
働
国
策
に
関
す
る
決議」をおこなった（一、一○三ページ）。
全
総
大
会
で
「
労
働
運
動
の
基
準
」
と
し
て
、
第
一
に
「
同
蝿
罷
業
の
絶
滅
を
期
す
」
が
宣
言
さ
れ
、
鋪
二
に
「
非
常
時
産
業
協
力
委
員
会
の
即
時
設
置
」
、
第
三
に
「
労
働
者
団
結
権
の
法
認
並
に
産
業
及
労
働
の
統
制
の
即
時
実
現
」
を
求
め
る
方
針が決定された（九○六ページ）。
Ｉ『総同盟五十年史』による。ページ数は同書第二巻のもの。Ｉ
総同盟の一九一一一四年大会に提起された「産業及び労働統制の件」は、前年、一九三三年十一月の中央委員会におい
て
決
定
さ
れ
た
同
建
議
案
と
同
趣
旨
で
あ
り
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
西
尾
末
広
が
説
明
に
あ
た
っ
た
主
旨
は
「
自
由
競
争
に
放
腫
さ
れ
て
来
た
産
業
及
労
働
に
、
国
家
的
椛
力
を
川
い
て
統
制
を
歩
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
点
に
あ
り
、
何
時
に
、
「
労
働
者
も
労
働
者
の
糸
の立場を老噸することなく……国家全体の立場から老へるべきであるＬとするものであった。産柔と労働に対する統
制の要点は、「重要産業は国家自身が経営すべき」とし、「労働間脳にも統制を加へることＬ「産業協力粘神を具体化
す
る
遮
勤
を
大
規
模
に
や
る
べ
き
」
と
す
る
点
な
ど
に
あ
っ
た
が
、
な
に
よ
り
も
、
「
産
業
及
労
働
問
題
を
、
統
一
処
理
す
る
一
省
の
新
設を要求する。斯界の権威者、学瀞、労働者、社会運動者のエキス．ハートを集めた諮問機関を置くことＬが「第一の
要
点
」
と
し
て
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
。
「
産
業
及
び
労
働
統
制
」
の
論
理
に
お
い
て
、
労
働
組
合
の
法
的
承
認
を
求
め
る
以
外
に
は
、
（３） 
労
働
者
側
の
利
益
を
追
求
す
る
視
点
が
見
当
ら
ず
、
労
働
運
動
指
導
者
の
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
と
し
て
の
登
用
を
求
め
る
要
求
が
主
内
容
と
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
労
働
組
合
主
義
も
、
国
家
革
新
も
、
す
べ
て
は
労
働
運
動
指
導
者
の
「
地
位
を
求
め
る
人
」
と
し
て
の
行
動
様
式
に
収
款
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦時体制にすすむ帝国議会における西尾末広の発一一一一口に戻れば、西尾は、第七十三回帝国議会において次のような
「産業及労働ノ統制二関スル建議案」の説明をおこなっていた。
戦
時
体
制
下
の
社
会
民
主
主
義
者
一ハーハ
にする組織論が優先していたが、そのような労働組合運営論をも包糸込んだ形で、「健全なる労働組合主義」は、一
九三○年代の初めに、少しの違和感もなく「産業上Ｌの「挙国一致Ｌや「新社会における産業秩序Ｌの中に自らを位
置
づ
け
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
間
の
経
緯
を
集
約
し
て
表
現
し
て
い
る
の
が
「
産
業
及
び
労
働
統
制
」
の
論
理
で
あ
っ
た
の
で
あ
る。
尼は発言する。
総
同
盟
的
労
働
運
動
の
伝
統
と
、
社
会
大
衆
党
の
立
場
を
代
表
し
て
な
さ
れ
た
西
尾
の
「
産
業
及
ピ
労
働
ノ
統
制
二
関
ス
ル
建
議
」
と
は
、
労
資
関
係
へ
政
府
が
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
人
的
資
源
調
達
の
前
段
階
と
し
て
、
準
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
非
常
時
態
勢
に
ほ
か
な
ら
な
い
労
働
統
制
の
機
関
を
設
置
す
る
よ
う
、
政
府
に
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そのような労働運動の自殺行為の代償として与えられることを予想しているものはなにか。それはわずかに、労働組
合
の
法
的
承
認
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
労
働
組
合
と
は
、
政
府
・
資
本
家
団
体
代
表
が
構
成
す
る
聯
議
会
に、労働者の代表を送り出すための選出母体としてしか意義をもたせられていない組織であったように思われる。西
「産業及労働統制二関スル精神ハ従来ノ加〃産業及ピ労働二関シテ政府ガ自由主義的ナ立場ヲ執ラレテ、先ヅ労働者卜資本家ト
ノ
間
二
適
当
ニ
オ
ャ
リ
下
サ
イ
、
面
倒
ニ
ナ
ッ
タ
リ
行
過
ギ
タ
リ
シ
マ
シ
タ
ラ
政
府
ガ
何
ト
カ
シ
マ
セ
ウ
ト
云
う
、
サ
ウ
云
う
態
度
〈
改
メ
ナ
ヶ
レ
パ
ナラヌノデハナイカ、……労働者側モ徒二多クノモノヲ要求スルト云うヤウナコト無力ラシメルャウニ、企業者側亦徒一一自分ノ
利益ノミ追求スルコトノナイャウニ、国家ノ目的一一剛ウテ魔業ヲ統制スルャウニシテ斑ヒタイ、サウスル為二産業及ピ労働二間
係アル剛体的代表者竝二学識経験アル人士一一依ツテ櫛成スル産業労働統制瀞議会ノャウナモノヲ設世致サレマシテ、ソレニ依ツ
テサウ云う率二付テノ十分ナル立案フシテ賀ヒタイ、斯ウ云うノガ本案ノ趣旨デァリマスルガ、更二此上二一偲斯ウ云うコトガ
重要ニナッテ参リマシタノハ、今期議会一一於キマシテモ、政府二於テ国家総動員法案が提出サレルャウナ状態デァリマシテ、ソ
レガ如何一一ナリマセウトモ、兎二角今日ノ国際関係二於テハ回カヲ準ゲテ国防ノ任二就カナヶレパナラスト云う即チ国家総動員
ノ
必
要
ガ
痛
感
サ
レ
テ
層
ル
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
、
国
家
総
動
員
ガ行ハレマス場合ニハ、勿論非常ナ強カナ政府ノ産業及ピ労働二対スル統制
ガ必要トサレルノデァリマス、……日頃カラ或ル程度統制ヲ与へテ行キマスルナラパ、平時カラ戦時二転換スル場合〈、極メテ
敏速二順調二行クノデァリマス」（「建議委員第二分科会議録、節二回、昭和十三年二月二十四日Ｌ一○ページ。）
「吾交ハ過去ノ向山主義的ナ労働争議卜云フモノヲ苔を白ラ否定シテ屑ルノデァリマス、……出来ルダヶ労資ノ関係ヲ政府〃介
戦時体制下の社会民主主義者
六七
戦
時
体
制
下
の
社
会
民
主
主
義
者
六
八
入シテ合理化スルト云うコトガ必要デハナイヵ、其為一一〈労働者ヲ抑へルモ宜シイ、資本家ヲ抑へルモ宜シイ、斯ウ云う立前一一
立チマシテ労働争議調停法ヲ改正スベシト云ウテ居ルノデァリマス、サウシテーカーーハ組合法ヲ作ツテ、ソレニ依ツテ労働者側
ノ団結ヲ認メル、日本ノ法律〈資本家側ニハーッノ団結ヲ認メテ、其団体ノ意見トシテ政府一一、社会一一向ツテ其意見ヲ発表スル
ゴトガ法制上認メラレテ暦ルノデアリマスガ、労働者二対シテハ何等法制上認メラレテ屑ナイノデアリマス、ダカラ法制ノ上一一
於テ労働者ノ団結ヲ認〆、サウシテソレガ基礎トナヅテ、先一一モ申シマシタャウニ、労資関係ノ間二合理性ヲ侍クセル、労働者
ノ意思ノ綜合シタモノト、資本家ノ意思トガ、ソコーー常二合理的一一、オ工〃和談出来ルャウナ、ソレニ又規律ヲ与へルャウナ団
体協約ヲ作ルペキデアル、期ウ云フャウナコトガ其内容ニナッテ届ルノデァリマス、……此本案（「産業及ピ労働統制一一側スル
建議」案ｌ引用者）ヲ吾々〃国家総動興法ト『リンク』致シマシテ几マス時一一、狗二廷〈函要ナ内容ヲ含ソデ届ルト魁プノデァ
リマス、」（「国家総動員法案委風会議録、節十回、昭和十三年三月九日し三二ページ。）
あ
る
と
き
は
労
働
組
合
と
い
い
、
あ
る
と
き
は
工
場
委
員
会
と
い
う
。
別
の
あ
る
と
き
は
労
働
識
の
剛
体
と
い
い
、
四
足
に
お
い
て
労
働
者
の
団
結
椎
の
組
織
形
態
は
明
確
で
な
い
。
さ
ら
に
、
「
産
業
及
び
労
働
統
制
Ｌ
の
論
理
に
お
い
て
、
労
働
者
の
団
結
権
は
争
議
権
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
西
尾
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
は
自
ら
争
議
権
を
規
制
す
る
の
で
あ
り
、
政
府
に
よ
る
統
制
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
実
質
的
争
議
権
が
否
定
さ
れ
た
条
件
に
お
け
る
団
結
権
と
は
な
に
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
西
尾
の
い
う
「
労
働
国
策
審
議
会」または「産業労働統制審議会Ｌの選出母体として位置づけられ、非常時労働力統制機構の中に組織労働者を組糸
込む装置として機能する「労働戦線」以外のなにものでもなかったのではなかろうか。
も
し
、
か
り
に
、
「
産
業
及
び
労
働
統
制
」
の
論
理
の
中
に
、
屈
折
し
、
深
く
沈
潜
し
た
形
で
限
界
状
況
に
お
け
る
労
働
者
の
権
利
獲
得の術策が秘められていたとしても、西尾の次のような発一一一一回は、その術策を越えた問題性を提示するものとなってい
る。
「私〈、例へ〈共産主義運動デァルトカ、人民戦線ノ運動デァルトヵ云うヤウナコトハ、法規ノ許セル範囲二於テ、出来ルダケ
日
本
精
神
を
強
調
す
る
西
尾
で
あ
っ
た
が
、
「
日
本
主
義
」
者
の
中
に
、
「
羽
織
ゴ
ビ
「
院
外
団
」
が
入
り
込
承
、
社
会
運
動
か
ら
「没落シクャウナ者」も加わって日本精神が「冒涜」されている事態を問題にしている。西尾は、そのような、国粋
派
右
翼
を
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
」
と
し
て
、
政
府
当
局
者
に
向
か
い
、
共
産
主
義
者
・
人
民
戦
線
派
そ
し
て
テ
ァ
ヅ
シ
ョ
」
に
対
す
る
厳
し
い弾圧を求めているのであった（同上会議録、五五ページ）。これが総同盟や社会大衆党の「三反主義」の内容であ
戦時体制下の社会民主主義者
六九
是〈厳重一一取締ルペキデァルト恩プ、法規交々ト云ヒマスヶレドモ、法規〈運用二依リマシテ幅ガ広イノデァリマス、デァリマ
スヵラ、吾々〈、建設的ナ方面二付テハ綾カニシ、破壊的ナ、又今日我ガ日本ノ国情カラ見テ厳一・一取締ラナヶレパナラヌ『ファ
ッショ』的ナ傾向二対シテハ、法律ノ範囲ヲ出来ルダヶ拡大シテ、之ヲ取締ルベキデアルト思う、法律二根拠ヲ置カナヶレパナ
ラヌコトハ当然デァリマスヶレドモ、運用ノ上一一於テハ、ソコニ或ル程度ノ政治的ナ考慮ヲ払うペキ必要ガァルノデハナイカ、
其政治的ナ考慮ガ払ハレテ居ナイコトガ、即チ機械的ナ平等主義デァル、自由主義的ナ取締方針デァル、斯様二私〈中上ゲテ届
ルノデアリマス、Ｌ（「国家総動員法案委員会議録、雛十回、昭和十三年三月九日」五五ページ。）
「何トナク近来『ファッシ圏』的ナ重圧ガ加ツテ層ルャウナ陰鯵ナ空気ガァルノデァリマス、此空気、此雲ヲ打払ツテ、国民〃
溌荊トシテ国家ノ為二尺スト云フ積極的ナ気持ヲ喚起スル為一一〈、鍵一一一一一一口ヒマシタャウナコト（法律の範囲を拡大して「ファッ
シ
ョ
」
を
取
り
締
る
こ
と
ｌ
引
用
者
）
ガ
必
要
デ
ハ
ナ
イ
カ
、斯様ナ意味カラ抑尋致シテ屑ルノデアリマス、私〈私ノ知人デアリマスル
黒
田
礼
ニ
ト
云
う
『
ペ
ン
ネ
ー
ム
』
ヲ
持
ツ
テ
層
リ
マ
ス
ル
岡
上
氏
ノ
書
イ
タ
『
廃
帝
前
後
』
ト
云
う
本
ノ
中
ノ
ー
節
ヲ
、
今
思
出
シ
テ
層
ル
ノ
デ
ァ
リマス、ソレハ欧洲戦争ノ時分一一、大変長引クーー従ヒマシテ国内二不安ガ起ツテ来夕、其時二英仏ノ為政者〈此状況ヲ察知致シ
マシテ、大衆的ナ指導者ヲ政府ノソレ人～ノ要路二就ケマシテ、或ル処デハ軍需大臣一一スルト云プャウナ、今マデ社会主義者ト
シ
テ
排
斥
シ
テ
層
ツ
タ
者
ヲ
軍
需
大
臣
一
一
採
用
ス
ル
ト
云
う
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ヲ
致
シ
マ
シ
タ
、
ソ
レ
ニ
対
シ
テ
大
衆
〈
此
政
府
ノ
信
頼
二
感
激
致
シ
マ
シ
テ
、
身
ヲ
以
テ
祖
国
ヲ
護
ル
ノ
忠
誠
ヲ
致
シ
マ
シ
タ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
、
…
…
即
チ
是
カ
ラ
ノ
日
本
ノ
国
〈
、
国
民
大
衆
フ
シ
テ
、
吾
々
ガ
国
ヲ
護
ツ
テ
層ルノグ、政府〈吾狩一一協力ヲ求メテ届ルノダ、吾々〈政府ノ信頼二対へナクチャナラスト云う、此気持ヲ超サセルコトガ非常
一一大事ダト忠フノデァリマス、」（「国家総動員法案委員会議録、第十回、昭和十三年三月九日」五七ページ。）
戦時体制下の社会民主主義者
七○
つ
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
ど
の
よ
う
な
術
簸
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
対
象
に
対
し
て
で
あ
れ
、
政
（１） 
府・当局者に向かって「法の有権的解釈」を求める姿勢は、もはや、労働迎励を代表する者の姿勢とは認めがたいも
の
で
あ
る
。
労
働
組
合
主
義
的
発
想
が
限
界
状
況
で
発
露
す
る
と
き
、
股
大
限
に
体
制
の
側
に
取
り
込
ま
れ
る
事
態
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
ことが推察されるが、その場合でも、法的な基本的権利の侵害を黙認すること、茨してやその侵害を載極的に鑓認す
ることは許されないというべきであろう。西尾の場合、心底に労働組合主義的発想が秘められていたとしても、その
術簸は、明らかに労働迎励の論理の枠組を越えていた。それに、西尾の発言は、労働迎励の指導者として、非附時態
勢
と
し
て
の
総
動
且
体
制
に
便
乗
し
て
展
開
さ
れ
た
猟
官
迎
動
と
し
て
の
性
絡
を
示
し
て
お
り
、
西
尾
の
発
言
の
中
に
辛
う
じ
て
見
川
さ
れ
る
労
働
組
合
主
義
的
要
素
は
、
西
尾
の
あ
ま
り
に
も
露
骨
な
猟
官
運
動
に
お
け
る
取
引
材
料
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
西
尾
が
取
引
材
料
に
使
用
し
よ
う
と
し
た
総
同
盟
の
組
織
実
態
は
、
「
産
業
及
び
労
働
統
制
」
の
論
理
を
展
開
し
は
じ
め
た
一
九
三
四
年
汎在で、八十三組合、四万九、○九九名であった（『総同肌五十年史、雛二巻』二五六ページ）。
（１）総伺捌における「現災主蕊」的指抑理念の確立と、その指加理念の「健全なる労働細合主銭」への腿側、「藤漿及び労伽
統制」の論理への転化の過程については、大河内一男監修『総同盟五十年史、節二巻吟（何刊行会。一九六六年）節一瀬「現
実主義と総同盟赫神」及び「資料篇、大会関係焚料」を参照。なお、拙稿弓実践的労働組合主義』の形成Ｌ『社会労働研
究』（第十九巻一・二号。一九七三年三月）をも参照されたい。
（２）斎藤健一と「健全なる労働組合主義Ｌとの側述は、前掲『総同盟五十年史』第二巻、二二五ページ、または、前掲、杣稲
司実践的労働組合主義』の形成」第二節、注（２）、参照。
（３）一九三四年大会における西尾の提案説明では不鮮明であるが、一九一一一三年十一月の中央委員会決定においては「労働組合
法、団体協約法を制定し……Ｌと明文化されている。前掲『総同郷五十年史、第二巻」八八四、一一五三ページ。
総
同
盟
は
中
岡
派
の
全
労
（
全
国
労
働
組
合
同
肌
）
と
合
同
し
、
一
九
三
六
年
一
月
、
全
総
（
全
日
本
労
働
総
同
盟
）
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
間
派
は
一
九
三
九
年
七
月
、
産
業
報
国
会
へ
の
解
消
を
咽
え
て
分
立
、
同
年
十
一
月
、
全
総
は
ふ
た
た
び
総
同
盟
（
日
本
労
働
総
同
盟
）
の
名
称
へ
戻
っ
た
。
一
九
四
○
年
、
産
業
報
国
会
と
の
共
存
を
否
定
さ
れ
た
総
同
盟
は
解
散
声
明
を
発
表
す
る
。
こ
の
総
同
盟
の
自
発
的
解
散
は
、
産
業
報
国
会
に
対
抗
す
る
総
同
盟
の
労
働
組
合
と
し
て
の
あ
り
方
を
守
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
評
価
が
あ
る
。
総同盟の解散について、当時、松岡駒吉から「机談をうけ」た堅山利忠は、のちに、戦後労働巡励史の記述にあたっ
て
、
序
文
の
中
で
戦
前
労
働
運
動
史
の
終
幕
の
頃
を
回
想
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
意
外
な
こ
と
に
、
公
然
と
活
動
し
て
いた労働運動のうち、産業報国会の運動に対し、先ず屈したのは、実は左翼の労働組合運動であったことで、産報ク
ラブを結成した。そのため統一された総同盟は分裂し、労働組合主義を堅持する松岡駒吉らの総同盟が最後まで抵抗
し
、
自
由
な
労
働
組
合
の
解
消
を
拒
否
し
た
歴
史
的
鞭
突
は
、
徹
底
し
た
研
究
を
必
要
と
し
ま
す
。
…
…
私
は
右
派
と
称
せ
ら
れ
る
総
同
盟
本
流
が
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
の
は
、
労
働
大
衆
に
地
道
に
結
び
つ
き
、
労
働
者
の
た
め
の
組
合
事
業
を
現
実
に
持
っ
て
い
た
か
ら
、
恩
（１） 
想団体や思想集団にすぎない少数組合のように無責任なことはどうしても不可能であったからと信じます。」
戦時体制下の社会民主主義者
七一
（４）一九三六年四月、二・二六事件の直後の状況にあって、内務省警保局は突然、メーデーの全国的禁止を通達した。労働遡
合側からの抗議に対する警視庁労働課長の回答は「法の有権的解釈」の一語であったという。そして、この「法の有権的解
釈」という一一二ｍ葉は、「当時大いに流行った言葉」であった。松岡駒吉「動乱期の労働運動」『別冊知性、秘められた昭和史』
Ｃ九五六年十二月）。
四
「
産
業
報
国
会
」
組
み
替
え
の
論
理
戦
時
体
制
下
の
社
会
民
主
主
義
者
七二
総同盟の主事であり会長であった松岡駒吉に、労働組合の組織と財政の運用を経営体の運営として近代化する合理
的
発
想
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
「
健
全
な
る
労
働
組
合
主
義
」
と
は
ま
ず
「
堅
実
な
る
労
働
組
（２） 
合主義」であった。総同盟解体時の組織勢力は五○組合二万人とされているが、一衰微したとはいえ、一定の組織実体
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
総
同
盟
と
し
て
は
、
中
間
派
組
合
の
よ
う
に
産
業
報
国
会
へ
の
解
消
方
針
を
と
ら
ず
、
「
最
後
ま
で
抵
抗
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
総
同
盟
の
「
抵
抗
」
の
内
容
で
あ
る
。
総
同
盟
は
、
労
働
者
組
織
を
戦
時
体
制
の
一
環として再編成しようとする産報体制に反対したのではなかった。官僚統制による「天下り」組織構成としての産業
報
国
会
の
あ
り
方
に
反
対
し
た
の
で
あ
り
、
産
業
報
国
会
が
既
存
の
労
働
組
合
組
織
を
有
効
に
組
象
込
ん
で
活
用
す
る
組
織
方
針
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
総
同
盟
は
、
産
業
報
国
会
の
理
念
に
対
し
て
は
、
「
産
業
及
び
労
働
統
制
」
の
論
理
か
ら
し
て積極的に賛成していたのである。
一
九
三
七
年
十
月
、
「
罷
業
絶
滅
宣
言
」
と
と
も
に
「
産
業
及
び
労
働
統
制
」
の
方
針
を
確
立
し
た
全
総
は
、
「
産
業
報
国
会
に
対
す
る
指
示
事
項
」
を
通
達
し
、
「
我
等
は
産
業
報
国
運
動
の
正
し
き
発
展
に
対
し
て
は
期
待
す
べ
き
も
の
多
大
で
あ
り
、
こ
れ
が
た
め
に
積
極
的
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
特
に
『
産
業
報
国
会
』
と
名
付
く
も
の
の
組
織
は
屋
上
屋
を
架
す
る
結
果
と
な
る
に
より、本同盟の方針を徹底して実質的に産業報国の共現に邇進すること」との方針を明らかにしている（『総同盟五
十
年
史
、
第
二
巻
』
一
、
○
○
○
ペ
ー
ジ
）
。
し
か
し
、
総
同
盟
の
「
労
働
戦
線
Ｌ
方
式
は
政
府
・
当
局
者
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
一
九
四
○
年
、
総
同
盟
に
よ
る
以
下
の
よ
う
な
悲
痛
な
解
散
声
明
が
発
表
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
今
次
の
事
変
に
際
会し、挙国体制の整備愈変急を要するに拘らず、遺憾ながら労働組合組織の量的微力は、直ちに国の労働政策の担当
機
関
た
り
得
ず
、
こ
の
空
隙
を
充
す
た
め
に
産
業
報
国
会
は
天
下
り
的
に
急
造
せ
ら
れ
た
。
…
…
不
幸
に
し
て
、
政
府
当
局
は
我
等
の
方針を認めず、且つその存在が寧ろ産報運動の一大支障なりとし、労働組合壊滅の方針を以って臨むこととなった。
我
等
は
微
力
な
り
と
錐
も
真
に
愛
国
の
至
誠
を
以
っ
て
、
政
府
の
再
考
を
促
し
、
そ
の
誘
意
を
求
め
て
今
日
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
我
等の微力は遂に之に屈するの外なきに至ったのである」（同上、七二一一一’七二四ページ）。ただし、解散声明のこの
（３） 
部分は、官憲によって発表を許されなかった部分である。
総同盟の解散声明は、総同盟が「国の労働政策の担当機関」となる意図をもっていたことを明らかにしている。さ
ら
に
、
近
衛
内
閣
の
新
体
制
運
動
を
評
価
し
、
「
統
一
的
国
民
組
織
の
強
化
確
立
」
の
必
要
性
を
認
め
、
「
強
靱
な
る
国
防
国
家
建
設
の
基底をなすものは、まづ新産業労働体制の強化にある」としていた（『総同盟五十年史、第二巻』七二四ページ）。総
同
盟
は
、
産
報
体
制
に
反
対
す
る
の
で
は
な
く
、
理
念
的
に
は
賛
成
し
、
た
だ
産
報
体
制
の
組
織
方
針
に
異
論
を
唱
え
つ
つ
、
解
散
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
総
同
盟
は
、
解
散
後
も
、
産
報
体
制
に
協
力
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
西
尾
末
広
は
、
解
散
の
た
め
の
全
国
代
表
者
会
議
の
席
上
、
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。
「
わ
れ
わ
れ
の
今
回
の
解
体
は
、
わ
れ
わ
れ
の
本
意
に
も
と
ず
く
も
の
で
な
い
か
ら
、
し
い
て
発
展
的
解
消
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
衛
公
の
提
唱
せ
る
新
政
治
体
制
運
動
は
、
従
来
の
産
業
労
働
体
制
建
設
運
動
を
よ
り
高
度
に
指
導
し
、
新
国
家
体
制
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
も
、
従
来
の
一
切
の
ゆ
き
が
か
り
を
す
て
て
、
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
が
、
新
産
業
労
働
体
制
の
実
現
を
促
進
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
考
え
、
総
同
盟
の
解
体
を
決
意
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
発
展
的
解
消
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
か
か
っ
て
、
今
後
に
お
け
る
わ
れ
わ
れの努力いかんにあることを諒解されたい」（同上、七二五ページ）。
このような総同盟の解体方針の延長線上に、近衛内閣による新体制下の帝国議会における西尾の発言が位置づけら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
西
尾
は
、
戦
時
体
制
下
の
労
働
者
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
改
善
を
求
め
る
発
言
を
つ
づ
け
た
。
そ
戦時体制下の社会民主主義者
七三
第七十五回帝国識会（一九一一一九年十二月’一九四○三月）で、繭尾は、墹産計画のために技術者の不足問題を解決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
は
「
鉱
山
関
係
カ
ラ
出
征
シ
テ
居
り
マ
ス
応
召
者
ヲ
、
何
ト
ヵ
早
目
一
一
帰
還
セ
シ
メ
ル
ト云うヤウナコトガ必要デハナイヵ」と発言している（「予算委員会議録、第二十三回、昭和十五年三月十九日」五
○三ページ）。その他、西尾の発言は、「家族手当」「適正賃金」「木炭ノ配給統制」「物砧販売業免許制」等の問題
に
拡
が
っ
て
い
る
（
同
上
、
五
○
四
’
五
○
九
ペ
ー
ジ
）
。
ま
た
、
西
尾
は
、
健
康
保
険
法
の
改
正
を
求
め
る
発
言
を
し
て
い
る
が
、
改
正を求める論理は次のようなものであった。
戦時体制下の社会民主主義者
七
四
の
よ
う
な
西
尾
に
、
労
働
組
合
主
義
の
精
神
が
生
き
つ
づ
け
て
い
る
一
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
興
味
あ
る
問
題
点
は
、
西
尾
が
、
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
の
要
求
を
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
労
働
生
産
性
向
上
の
条
件
と
し
て
当
局
に
説
明
し
、
さ
ら
に
、
労
働
生
産
性
向
上
の
た
め
の
適
切
な
労
働
力
統
轄
機
榊
と
し
て
産
業
報
国
会
の
改
組
を
進
言
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
総
同
盟
出
身
で
あ
り
、
と
く
に
労
働
者
出
身
で
あ
る
西
尾
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
官
僚
統
制
機
構
と
し
て
の
産
業
報
国
会
は
、
一
貫
し
て
対
抗
せ
ざ
る
を
え
な
い
対
象
で
あ
り
、
西
尾
に
お
い
て
、
産
業
報
国
会
の
改
組
は
、
戦
時
体
制
下
の
約
五
年
間
、
消
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
執
念
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「今回事変ガ起リマシテ単二慈恵的二可哀サウナ労働者貧シイ国民ノ為二社会政箙ヲ行フト云う建前デハナクシテ、或〈国防上
ノ
兇
地
カ
ラ
、
或
〈
国
家
繁
栄
ノ
見
地
カ
ラ
、
国
民
ノ
健
康
、
体
力
ヲ
重
要
二
考
へ
ナ
ヶ
レ
パ
ナ
ラ
ス
ト
云
う
新
シ
イ
認
識
ガ
生
レ
テ
来
タ
ノ
デ
ア
リ
マス、私〈斯〃云う意味二於キマシテ、従来賢木主義的二券へ、或〈貧シイ者、或〈賃銀ノ低イ者〈、ソレハ自分ノ識任デァル
ト云うヤウナ意味デ願ミナカッタ従来ノ状態卜今日トハ途フノデァリマスルヵラ、此ノ国民体カノ問題、国民保健ノ問題二付キ
マシテハ、新シイ再認識ノ上二出発シナケレパナラヌト息フノデァリマス、」「国民優生法案委員会議録、第九回、昭和十五年
三月二十四日」一八二ページ。）
第七十六回帝国議会（一九四○年十二月’一九四一年三月）において、西尾は、健康保険法における「養老年金」
の問題について発言し、関連させて「国民労務手帳法」の問題についても政府に対して要望をおこなった（「健康保
険法中改正法律案委員会議録、第六回、昭和十六年二月十二日」五六’六○ページ）。また、西尾は、「労働時間」
「人的資源」「生産能率」の問題等について発言をおこなっているが、西尾の発言のすべては戦時体制下の労働力統
轄組織がいかにあるべきかについて向けられていくのであり、とくに、産業報国会が根本的に欠陥のある組織体制で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
点
に
、
集
約
さ
せ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
「現下ノ国家的要請〈最少ノ資材卜最少ノ労働カヲ以テ、最大ノ生産ヲスルト云うコトデナクテハナラヌノデアリマス、然ルー一
一方直接生産が行ハレテ屑リマスルエ場ノ笑附ヲ見マスルナラパ、采シテ此ノ国家的要論二応へツッァルデアリマセウカ、私〈
遺
憾
ナ
ガ
ラ
然
ラ
ズ
ト
言
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
…
…
然
ラ
パ
サ
ウ
云
プ
コ
ト
ハ
一
体
何
処
二
原
因
ガ
ア
ル
ノ
カ
ト
云
う
其
ノ
原
因
ヲ
週
ツテ考へテ見マスルト、是〈英二我ガ政府二於テ戦時労働政策ガ未ダ十分二確立サレテ届ナイト云う所一一、根本ノ原因ガアルノ
デハナイカト忠フノデァリマス、Ｌ「予算委員会議録、第八回、昭和十六年一月二十九日」二一○ページ。）
司今後産業報国会〃出来マシテモ、笈本家〃之ノ支配的ナ地位二極カレテ届ル、即チ支部ノ文部長一一〈、必ズ溢水家ト五フカ、
工
場
長
卜
云
フ
カ
、
サ
ウ
云
う
者
ガ
ナ
ル
ト
云
う
コ
ト
デ
ァ
リ
マ
ス
カ
ラ
、
箕
本
家
ノ
ヵ
デ
ハ
或
〈
諒
解
シ
易
イ
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
ヶ
レ
ド
モ
、
労
資
一体卜云フコトヲ本当二労働者側二理解セシメルト云ブコトハ非常二困難デハナイカ、ドウ云う風一一シテ理解セシメルカト云う
点二付テノ実際問題二付テ、従来ノ厚生省ノャリ方〃緩漫デハナカッタカト私〈忠フノデアリマス、」（「予算委員第二分科会議
録、鏑二回、昭和十六年一月三十一Ⅱ」四六ページ。）
近衛内閣が東条内閣にかわったあとの第七十九回帝国議会（一九四一年十二月’一九四二年一一一月）において、西尾
は、「国民ノ体位」の問題に関連させて、「最低生活費」と「最低賃銀」について発言し、「今日国が要求シテ届リ
マ
ス
ル
生
産
瓢
業
二
、
今
日
モ
働
カ
セ
、
明
日
モ
働
力
七
、
来
年
モ
働
力
セ
ル
為
ニ
ハ
、
セ
メ
テ
ハ
此
ノ
程
度
ノ
コ
ト
ヲ
シ
ナ
ヶ
レ
パ
ナ
戦時体制下の社会民主主義者
七五
戦時体制下の社会民主主義者
七六
ラスト云う点一一於キマシテ、賃銀政簸二於テ此ノ際非常一一忠切ツテ改赦スルト云う決意ガ必要ヂャナイカト恩フノデ
アリマス」と提言した（「国民体力法中改正法律案外四件委員会議録、第六回、昭和十七年一月三十日」一一○’一
一二ページ）。そしてここでも、西尾の発言の集約点は、戦時体制下における労働生産性の問題にあるのであり、産
業
報
国
会
が
戦
時
体
制
下
の
労
働
力
統
輔
機
構
と
し
て
十
分
に
機
能
し
え
な
い
点
を
脂
摘
す
る
と
こ
ろ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
西
尾
は
「産報自身ニャハリ根本的ナ映陥ガァルノデハナイカ」（同上、一一六ページ）とまでいうのであるが、その産業報
国会批判が労働者代表の重用を求めるものになっている点と、労働者代表の適用の必要性を説明する論理が次のよう
な
内
容
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
点
が
注
ｎ
さ
れ
る
。
「先程中シマシタャウニ『ムソリーニ』〈『イタリー』ノ労働者ヲ祖国再興ノ戦士卜呼ピマシタ、決シテ職工扱ヒーーシテ届ラヌ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
又
『
ヒ
ト
ラ
ー
』
ハ
民
族
興
隆
ノ
為
ノ
崇
高
ナ
ル
奉
仕
卜
呼
ピ
マ
シ
タ
、
是
又
決
シ
テ
職
工
扱
ヒ
ヲ
シ
テ
届
リ
マ
セ
ヌ
、
最
近
日
本
デ
ハ
断
〃
産
業
戦
士
卜
呼
プ
ャ
ウ
ニ
ナ
リ
マ
シ
ダ
、
此
ノ
三
ツ
ノ
呼
声
ヲ
比
ペ
テ
兇
テ
下
サ
イ
、
認
識
ノ
度
合
ガ
ョ
ク
現
ハ
レ
テ
勝
ル
ノ
ガ
分
リ
マ
ス、産業戦士卜云フノガ最そ低調デ前二者一一比ペテ物足リナイ感〃シテナリマセヌ、丁度猟ノ如〃日木二於テハ労働ノ大切ナコ
トノ認識〃低調ダト言へルト恩ヒマス、日本精神ノ本来〈決シテソンナモノデハァリマセヌデシタ、畏多イコトデァリマスガ、
上皇室二於力セラレマシテハ、産業人ヲ大昔カラ大抑宝トト呼パセ絵ウテ屑ラレルノデァリマス、実二何トモ有難イコトノ極
ミデァリマシテ、虻ノ御仁愛ノ深サーーハ感激ノ外ナイノデァリマス、此ノ大御宝ト坪パセ給フ大御心二至りマシテハ、モウ『ム
ソリーーー』ノ表現モ『ヒトラー』ノ思想モ到底足元一一モ及ピマセヌ、是し以上ノ認識〈世界如何ナル国二参リマシテモ剛ジテァ
リマセヌ、此ノ大御宝ノ大御心ヲ体シテ彼等ヲ遇シマスコトガ、真一一名誉本能ヲ完了サセル根本道ナノデァリマス」（「国民体力
法中改正法律案外四件委員会議録、第六回、昭和十七年一月三十日」一二○ページ。）
右
の
発
言
の
最
後
の
部
分
に
と
く
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
東
条
内
閣
段
階
に
な
る
と
、
西
尾
は
労
働
者
を
「
彼
等
」
と
呼
び
、
西
尾
自
身
と
し
て
ば
労
働
者
の
「
名
誉
本
能
」
を
利
用
し
て
生
産
力
増
強
を
は
か
る
道
を
提
起
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
労
務
管
理
者
と
し
て
の
技能を提示することに自らの役割を見出すようになっているのである。第八十一回帝国議会（一九四二年十二月’一
九四三年三月）における西尾の発一一一一口も、以上に見てきた．ハターソを踏襲するものとなっている。「国民徴用制度ノ刷
新強化」について質問し、「労働特理二於テモ労務者側ガ之二協力シテ勤労管理フャッテ行ク」方法について提言し
ている（「予算委員会第二分科会議録、鉱二回、昭和十八年二月十日」二九’一一一一ページ）。
または、「国民貯蓄ノ陸路」の打洲について「中座ノ上ノカレを対象とすべしとし、「国民生活フウント切諮〆得
ル層二向ツテ集中的二重点ヲ世イテシテ賃ヒタイ」と要望したりしている（「国民貯蓄組合法中改正法律案外一件委
員会議録、第六回、昭和十八年二月十九日」一一一一’一一一二ページ。同上会議録「第七回、昭和十八年二月二十三日」五
○ページ以下）。しかし、これらの質問や提言、要望も、西尾の場合、論理必然的に産業報国会批判に向けられる性
格のものとなっていた。節八十一回帝国議会における西尾の産業報国会批判は「要スルーー簡単二率直一一申シマスナラ
パ、今日ノ産報〈大男総身二智慧ガ廻り兼ネ、図体〈大キイヶレドモ、魂ガ入ツテ層ナイ」と酷評するものとなって
いる。さらには、「産報（『ドイツ』ノ労働戦線ノ経験カラ学プ所非常二多カッタノデァリマシテ、労働戦線卜産報
卜〈恰も従兄弟ノ加ク能ク似テ届ルノデァリマス、併シ共ノ能ク似テ屑ル中カラ運ツテ届ル点ヲ拾上上ゲテ児マスル
ト、其ノ述ツテ贋ル点ノ多クノモノハ、其ノ為一一コソ産報二十分ナル魂ガ入ツテ届ナイＬとするものにもなっている
（「予算委員会議録、節九回、昭和十八年二月五日」一四三、一四五ページ）。
西尾は、産業報国会の欠点を、官僚統制の「天下り」機柵であるがゆえに「魂ガ入ツテ屑ナイ」とした。西尾は、
その魂の問題について「ソコデ私〃東条総理大腿一一御願上致シタイ点〈、此ノ際国民ニーッ気合ヲ掛ケテ職ヒタイト
思う」とヒットラーの例をあげながら要望し、東条英機首相から「アナタノ抑気持〈能ク分リマス、必要ガアル場合
戦
時
体
制
下
の
社
会
民
主
主
義
者
七七
西尾はいう。 戦時体制下の社会民主主義者
七八
二於テハ、気合モ掛ケマセウ」との溶弁を得ている（「予算委員会議録、第十二回、昭和十八年二月八日」二五六’
二五七ページ）。だが、西尾の産業報国会批判の要点は、「魂」の悶題よりも「人事ノ問題」にあったと思われる。
第八十四回帝国議会（一九四三年十二月’一九四四年一一一月）において、西尾は、産業報国会改組案を発表した。一
九四三年末、翼餐政治会政莱調査会から諮問があったのに応える形で、西尾がまとめたのが「生産増強緊急労務対策
大綱」であり、この「大綱」を西尾は衆議院の委員会審議における質問の材料として発表したのである。
「生産増強緊急労務対策大綱
「兎二角労賃ノドチラーーモ編ラズ、日本的ナ立場カラ此ノ問題ヲ出発スルト云う意思デハァリマシタデセウヶレドモ、其ノ過
程二於キマシテハ『イージーゴーイング』一一陥りマシテ、結局労働者側ガ余り之二執満ヲ持シ一一至ツテ屑ナイト云フーッノ原因
デアラウト忠フノデァリマス、モウーッハ同ドイツ』ノ労働峨線〈一一高プマデモナク労働団体デァリマス、我ガ国ノ産報〈労伽団
体デハナイノデアリマシテ、災伍的一一〈九分九皿マデ労務者デハァリマスヶレドモ、併シソレハ労伽剛体トハ規定サレテ屑ナイ
ノデアリマス、肋ウ云プコトモ幾ラカ心理的一一〈飯大ナ影縛ガァル、而モ共ノ産搬ノ組繊ノ小二於テハ、労務者側〈述命的二服
従者ト云うコトニ規定サレテ屑ル、……ソコデ簸一ノ発生過狸二於ケル鞭柵〈、今更言ウテモ致シカナイコトデアリマスガ、又
飾三ノ此ノ際直チニ強カナ政滅的背鍛ヲ排タセルト云うコトモ、腕カニ出来ルコトデハナイ、ソコデ苔だ〃工夫スルコトハ、第
二二雛ゲマシタ所ノ、之プ労働者ノ剛体一一スルト云プコトガ、砿要デァラゥト思うノデァリマスガ、処モ亦爽係問題卜致シマシ
テ、サウハ川来ナイデァラウト忠プノデァリマス、ソコデサウ云う小術フモ希へテ、鼓一一工夫スペキハ人那ノ川越デァラウト忠
フノデアリマス、東条総理大臣ハー東条総理大臣卜巾シマスョリモ現内側〈、機棚ヨリモ迦川二依ツテ此ノ妙味ヲ発抓スル、町
ウ云うコトガ重大方針トナッテ鵬ルャニ承ツテ腸ルノデァリマスカラ、セメテハ産報ノ訣点ヲ補ツテ、サウシテ時局ノ要論一一応
ゼシメルャウニシテハドウカト忠フノデアリマス、」（「予算委員会議録、第九回、昭和十八年二月五日」一四六ページ。）
四、皇国勤労棚卜自減的労務剛体。（略）斯カル意味ノ且シ戦時下二於ケル過渡期的労務者団体〈大体次ノ加キ内容ヲ共有スペ
キデァラウ。日政府ト翼政会トノ側係ノ加〃、政府卜表迩一体関係ヲ排シコト。ロ会長〈総理大臣級ノ人物一一シテ且シ長期間
専
心
没
頭
シ
得
ル
人
ト
ス
ル
コ
ト
。
同
醗
報
ノ
現
在
細
微
ヲ
引
雛
ギ
改
組
ス
ル
コ
ト
。
胸
経
溌
〈
原
則
ト
シ
テ
会
貝
ノ
会
健
二
依
ル
ペ
キ
モ
加
当
ノ
政府補助金フ仰グコト。伽蝋位組織ノ役員〈原則トシテ労務者又〈職貝トスルコト。㈹県組織又〈中央木部一一〈労務者ヲ抓当
入レルコト。旧耶務所〈官庁内二脳カザルコトトシ倶楽部的親シミ易キモノトスルコト。
五、決戦瑚産協議会ノ設世。各工場二労務者団体ノ支部代表者数名ヲ加へダル決戦蝋産協議会ヲ設世シ、予〆各部暑毎ノ生産辻
ヲ決定シ磯キ、之ヲ超過セル場合〈、褒笈ノ途ヲ論ジ、予定壯一一途セザル場合〈、共ノ原因ヲ調査研究シテ、共ノ武任アル者
ヲ剛シ、或〈次期湘産ノ拍車トスルコト。（略）
以上」
「戦時特殊楓害保険法案委員会議録、節八回、昭和十九年一月三十一日」六九’七○ページ。）
この「大綱」に、社会民主主義右派としての西尾末広における、労働組合主義の極致を見ることができる。労働者
は、「奴隷の言葉」とはいえ「労務者」として位憧づけられ、西尾は「労務対箙」として、産業報国会の改組と「労
戦
時
体
制
下
の
社
会
民
主
主
義
者
七
九
一、方針。労務対簸ノ中枢問題〈労務者ヲシテ生産者タルノ誇卜壷任感一一自覚セシメ、以テ自発的且シ秋極的二生産二勉励セシ
ムルコトデアル。
二、労務者ノ社会的地位ヲ向上セョ。労務者フシテ生産者タルノ誌ヲ持玄シメル為一一〈、彼等ノ生活フモット快的ナモノトスル
ト共一一、社会的地位ヲ向上セシメネパナラメ（略）例へパ、日国、県、市町村二於テ行ハレル倣礼的行本二必ズ労務者代表ヲ
（ママ）
参加セシムルコト。ロ国、雌、市町村等二設ケラレル行政諮問機関、協力磯側等ノ各加委員会二戒ペク労肋者代表ヲ参加セシ
ムルコト。口諏業場二於ケル学校出身者偏亟ノ弊風ヲ打破シ、労務者進級ノ道ヲⅢクコト等デァル。（略）
三、労務者二生産ノ武任ヲ分担セシメョ。（略）〃カル茂木主縫卜『ナチスとトノ混血児的産報紅微〈結局労務者ヲシテ無気力、
無武任ノ怠怖ニ迫込ムモノデアル、労務者ヲ生産ノ協力者、生厳澁柾ノ分担者ニマデ引上ゲル為ニハ、一二〈彼等〃雄団的一一
作業シッッァル木伍二鑑ミ、又彼等ノ自発性、協力性ヲ発揮セシメル為一一モ、労務者ノ自治的団体ヲ細微セシメルコトガ必要
デアル。
戦
時
体
制
下
の
社
会
民
主
主
漉
者
八○
勝
者
」
の
参
加
（
災
は
組
み
込
象
）
体
制
の
災
施
を
捉
司
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
足
は
、
こ
の
労
務
櫛
皿
体
制
に
お
い
て
褒
覚
制
度
と
と
も
に
剛
Ⅲ
規
定
を
も
設
け
て
い
る
。
こ
の
「
大
綱
」
に
見
ら
れ
る
四
足
の
姿
は
、
も
は
や
労
働
運
動
指
導
者
の
そ
れ
で
は
な
く、「囚の労働政簸の担当機関」（総同蝋解散宣言）となることを懸命に試承る労務櫛理の「エキス．ハート」（西尾の
（４） 
筒
）
と
し
て
の
姿
で
あ
り
、
帆
時
体
制
下
の
「
全
般
的
〃
側
義
務
制
」
の
硴
立
に
献
身
す
る
翼
佼
識
瓜
の
姿
で
あ
っ
た
。
戦時体制下の労務櫛理政策に関する「大綱」をまとめて発表したあとの西尾の帝国識会における発言を、これ以上
追
う
こ
と
は
、
も
は
や
必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
評
議
会
と
分
裂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
右
派
的
労
働
運
動
の
路
線
を
確
立
し
た
総
同
盟
は
、
「
日
水
自
体
の
労
働
運
動
の
新
型
態
」
（
鈴
木
文
治
）
を
求
め
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
「
新
型
態
」
に
つ
い
て
、
「
現
実
主
義」の立場から、あるいは「健全なる労働組合主義」を展開し、あるいは「産業と労働統制」の論理を腰附して模索
を
つ
づ
け
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
摸
索
の
到
達
点
が
西
尾
の
ま
と
め
た
一
九
四
三
年
に
お
け
る
「
労
務
対
錐
大
綱
」
で
あ
る
と
児
微
せ
る
。
この「大綱Ｌは、偶然の到達点ではないであろう。以上に見て来たように、「現実主義」から「健全なる労働組合主
義」へ、さらに「産業と労働統制」の論理を経て「労務対策大綱」へ進展する経過の中には一定の論理必然性の存在
を
兄
川
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
西
尾
は
、
來
条
内
側
段
階
の
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
か
つ
て
な
く
、
、
由
に
、
生
き
生
き
と
し
て
発欝をつづけているように見受けら鯰。社会民主主義右派としての西尾末広の奥付攻ば、霞さにこの「労務対蛾大
綱」にあったといえるのである。
（１） 
（２） 
（３） 
腱山川忠『峨後民主的労働遮勅史』（一九七六年・凋士選灘溺・・局・廊士社会教育センター川版局）「はじめに」参鮒。
松川、前掛「動乱川の労伽迦励Ｌ『別冊知性由（一九五六年十二月）。
内務省督促局『昭和十五年中二於ケル社会迦動の状況』または大河内一男『暗い谷川の労肋迦動ｌ大正。昭和（戦前）１厘
しかし、一九四三年の「労務対鞭大綱」が示しているように、戦時下の帝国議会における西尾の産業報国会批判の
内容は、西尾の「労働巡動者」の姿をではなく労務縛理者の姿を証明するものとなっている。そして、四尾の戦中史
戦時体制下の社会民主主義者
八一
（１） 
と説明されることになる。
第
二
次
大
戦
終
了
後
、
西
尾
は
、
少
し
の
価
値
体
系
崩
壊
の
感
覚
、
虚
脱
感
、
断
絶
悠
な
ど
に
見
鎌
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
敗
戦
の
日
の
二
日
後
に
は
労
働
組
合
と
政
党
の
再
組
織
の
た
め
の
助
き
を
冊
始
し
て
い
る
。
西
尾
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
戦
時
議
会
で
「
毎
回
の
議
会
で産報の批判をくりかえし、労働者の自主性強化を主張しつづけた」からであり、「それほどに私は戦時下において
も労働迎吻者として闘ってきた。私が終戦後岐初に労働迎動再建のために超ちあがったのも、決して偶然ではない」
（
５
）
戦
時
経
済
は
「
統
制
維
済
Ｌ
に
な
る
と
と
も
に
「
戦争経済は労働背の自発的組織化とその拡大なしにはありえない」とされて
い
る。氏原正流郎「戦時労働論覚評」『戦後改革、⑥労働改革』（一九七四年・東京大学出版会）三六二ページ。そのような基
本
的
潮
流
の
中
に
お
け
る
西
尾
の
「
労
務
対
厳
大
綱
Ｌ
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
西
尾
の
提
言
は
、
労
使
関
係
の
再
編
成
過
概
に
お
け
る
「
近
代
化
の
過
程
」
（
同
上
、
三
九
四
ペ
ー
ジ
）
に
対
応
し
て
労
働
組
合
主
義
を
鵬
剛
す
る
と
い
う
苦
渋
に
満
ち
た
も
の
で
は
な
く
、
労
働
統
制
の
強
化過狸の中でようやく真而月を発抓するものとして日川澗述に雁剛されていると几ることができる。
（一九七○年・滑波新辨）二一○ページ。なお、総伺脚の解散と産業縦国会との関係については、前栂、拙稿「『災践的労働
組合主義』の形成」『社会労働研究』筋十九巻一・二サでも簡叩に論じたことがある。
（
４
）
鋪
二
次
大
戦
中
の
わ
が
国
に
お
け
る
国
家
独
占
梵
本
の
労
働
政
簸
を
、
「
全
般
的
労
働
義
務
制
」
の
確
立
と
し
て
と
ら
え
る
視
点
で
論
じ
た
文
献
と
し
て
は
、
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
箙
ｌ
全
般
的
労
働
義
務
制
の
史
的
究
明
ｌ
】
Ｃ
九
七
○
年
・
御
茶
の
水
縛
風
）
が
あ
る
◎ 
五
む
す
び
も
ち
ろ
ん
、
西
尾
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
労
務
符
哩
の
ヨ
キ
ス
．
ハ
ー
ト
」
と
し
て
の
立
場
に
お
い
て
で
は
な
く
、
ふ
た
た
び
社
会
民
主
主
義
右
派
の
立
場
で
活
動
を
朋
始
し
、
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
政
沿
追
放
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
日
本
社
会
党
の
折
蝉
者
と
な
っ
て
片
山
内閣と芦川内閣の淡出者となり、内閣官房彊官の役までつとめることになる。戦後の社会党政椛において、西尾煙
ようやぐ司川の労側政簸の担当機関」を担う立場を確保したといえるのではなかろうか。西尾において、少なくと
も
、
戦
前
、
戦
時
中
、
戦
後
を
通
じ
て
、
そ
の
歴
史
感
覚
に
断
絶
が
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
カ
イ
ロ
宜
言
に
お
い
て
日
木
の
戦
後
処
理
の
節
一
歩
が
踏
致
出
さ
れ
、
戦
争
局
而
と
し
て
は
イ
タ
リ
ア
の
連
合
国
に
対
す
る
無
条
件
降
伏
、
ソ
連
躯
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
お
け
る
大
攻
勢
開
始
、
日
本
軍
の
ア
ッ
ッ
島
、
マ
キ
ン
・
タ
ラ
ワ
島
の
玉
砕
と
イ
戦時体制下の社会民主主義者
八二
の総括としては、「労働運動者」としてではなく労務擶理者としての一定の自己批判があって、その反省の上に戦後
の幡励が匝結して展朋されているのであった。第二次大戦末期に、帝国議会において、西尾が見せた自己批判の内容
は以下のようなものであった。
「サウ云う風二日木二於テ何ガ一番弱点デァルヵト表プト労務杵理デアリマス、・・・…我狩ノ弱イノハ笑二労務政簸〃不徹底デア
ルト云うコトニァルノデァリマス、更二一一局ヘパ労務梼班〃旨〃行ツテ届ラメ、随テ佃為ノ労働者ノ生産能力〃米英ノ労働者ノ生
産能力ニハ遥力一一劣ツテ屑ルト云うコトニァルノデァル」（「第八十四回帝国議会衆議院、戦時特殊楓惑保険法案委貝会議録、第
十
回
、
昭
和
十
九
年
二
月
二
日
」
一
四
二
ペ
ー
ジ
。
）
．
「此ノ労務対策ノ問題〈支那事変以来、少クモァノ総動員法ガ決定サレタ時分カラ、モット十分二徹底的ナ対簸ガ立テラネパナ
ラナカッタノデアリマス、私〈毎年此ノ問題ヲ捉へテ議会デ論議シ、政府二進言シテ来タノデアリマスヶレドモ、其ノ足取リヲ
狼返ツテ児マスルト洵二不徹底デ遂二此ノ戦争二間二合ハナカッタノデハナイカト云うヤウナ感スラ持ツテ屑ルノデァリマス」
（「第八十六回帝国議会衆議院、産業設備営団法中改正法律案外一件委員会議録、第二回、昭和二十年一月三十一日」一セペー
ジ。）
Ｙハール作戦の開始、日本国内では「横浜事件」によるジャーナリストの大量逮捕、神宮外苑における雨中の学徒出
陣
壮
行
大
会
、
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
状
況
の
小
で
弓
近
代
日
本
総
合
年
表
』
参
照
）
、
帝
国
議
会
の
あ
る
委
貝
会
で
生
産
畑
強
の
た
め
の
労
務
対
紫
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
委
員
会
の
議
長
が
か
つ
て
の
中
間
派
社
会
民
主
主
義
政
党
の
中
心
的
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
河
野
密
で
あ
り
、
質
問
に
立
っ
て
提
案
し
て
い
る
の
が
社
会
民
主
主
義
右
派
を
代
表
す
る
西
尾
で
あ
っ
た
と
い
う
一
九
四
四
年
一
月
の
衆
議
院
戦
時
特
殊
扱
害
保
険
法
案
委
只
会
の
附
鍛
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
Ⅱ
木
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
実
態
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
ミ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
一
つ
の
材
料
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
尾
は
、
自
分
自
身
の
姿
に
つ
い
て
「
我
ガ
日
本
ノ
国
情
カ
ラ
児
テ
鮫
二
取
締
ラ
ナ
ヶ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
』
的
ナ
傾
向
Ｌ
（「第七十三回帝国識会衆議院、国家総励貝法案委貝会識録、第十回、昭和十三年三川九Ⅱ」五五ページ）などとは無
縁の存在と思いつづけたまま、典Ⅲ識只同盟の一員として水谷長三郎らと帝国議会で活動をつづけた。自伝の中では、
（２） 
第
八
十
一
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
水
谷
ら
と
と
も
に
「
戦
時
議
会
の
巾
で
最
後
の
反
東
条
の
挑
戦
を
試
糸
た
」
と
し
て
い
る
。
西
尾
に
フ
ァ
シ
ス
ト
と
し
て
の
自
意
識
は
岐
後
ま
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
戦
時
内
側
に
加
わ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
立
場
（３） 
に
近
い
心
境
で
議
員
活
動
を
つ
づ
け
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
帝
国
議
会
は
、
「
自
由
な
民
主
的
制
度
が
資
本
主
義
か
（４） 
ら社会主義へ移り変る時に起る作用と交互作用」（Ａ・ペヴァン）を見出すことができるような場ではなかった。日
本
の
帝
国
議
会
は
、
戦
争
遂
行
の
た
め
に
同
氏
の
生
活
と
恋
識
を
画
一
化
す
る
機
関
と
し
て
作
川
し
た
の
で
あ
り
、
物
趾
動
貝
と
人
貝
動
員の体制づくりを推進する場になったのであって、それはいいかえれば、国民の基本的椛利に対する侵害の機構にほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
あ
り
フ
ァ
シ
ス
ト
が
い
て
、
戦
時
下
の
抑
圧
体
制
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
準
戦
時
体
制
か
ら
戦
時
体
制
へ
の
移
行
が
あ
り
、
そ
の
移
行
過
幌
で
状
況
に
迎
合
す
る
論
理
と
そ
の
担
い
手
が
形
成
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
そ
こ
に
フ
ァ
シ
戦時体制下の社会民主主義者
八三
戦時体制下の社会民主主義者
八
四
ズ
ム
と
フ
ァ
シ
ス
ト
が
生
み
川
さ
れ
る
と
す
る
把
握
が
こ
こ
で
は
重
要
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
天皇制政治機構の枠組の内部で、「超然」政治の形態が克服され、絶対主義的統治形態が政党政治的統治形態に転
化したのが一九二○年代であった。しかし、ぱやくも一九三○年代には戦争体制としての挙国一致体制確立の方向が
明示され、耶部のクー・デタ臼馴きに媒介されつつ、天皇制政治機構の枠組における日本の議会政治は、ファッショ
（５） 
機
能
を
果
た
す
非
常
時
態
勢
を
内
災
と
す
る
も
の
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
四
○
年
に
お
け
る
近
衛
内
側
の
新
体
制
は
、
識
会
政
治
体
制
を
含
む
天
皇
制
支
配
機
榊
が
全
休
と
し
て
挙
川
一
致
体
制
と
な
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
体
制
と
な
っ
た
こ
と
を
窓
味
し
た
。
そ
の
よ
う
な
動
向
の
中
で
、
社
会
民
主
主
義
右
派
の
指
導
理
念
は
、
「
現
実
主
義
」
か
ら
出
発
し
「
労
働
対
策
大
綱
」
へ
結
実
し
て
い
っ
た
。
「
反
フ
ァ
ッショ」のはずの労働組合主義的立場をも包摂し、労働組合主義をしてファッショの機能を果たさせるところに日本
のファシズムの特徴があった。
と
こ
ろ
で
、
戦
後
日
本
の
労
働
運
動
に
お
い
て
、
左
派
的
な
主
流
部
分
は
、
産
業
民
主
主
義
Ⅱ
労
働
組
合
主
義
を
資
本
と
対
決
す
る
基
本
的
盗
勢
が
欠
如
す
る
も
の
と
し
て
批
判
し
つ
づ
け
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
や
、
産
業
民
主
主
競
Ⅱ
勿
働
組
合
主
義
の
理
念
の
労
働
迎
動
左
派
の
立
場
か
ら
す
る
再
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
段
階
に
到
迷
し
て
い
る
。
反
独
占
民
主
主
義
の
政
沿
路
線
、
民
主
的
規
制
（
実
は
産
業
政
簸
の
確
立
）
を
方
向
と
し
て
求
め
る
新
し
い
労
働
運
動
、
自
治
体
改
革
が
も
た
ら
す
参
加
民
主
主
義
の
今
Ⅱ
的
状
況
は
、
産
業
民
主
（６） 
主
義
Ⅱ
労
働
組
合
主
義
の
と
ら
え
方
に
新
し
い
内
容
を
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
さ
い
、
産
業
民
主
主
義
Ⅱ
労
働
組
合
主
義
の
論
理
そ
の
も
の
を
包
摂
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
こ
そ
、
ｎ
本
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
で
あ
っ
た
歴
史
的
事
実
を
、
西
尾
末
広
と
い
う
一
人
の
社
会
民
主
主
義
右
派
の
指
導
者
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
発
言
の
中
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
実
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
の
確認の上で、産業民主主義Ⅱ労働組合主義について、今Ｈ的な積極的な意味をもつ新しい解釈を試ゑたいとするのが
筆
者
の
意
図
な
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
い
ま
、
こ
こ
で
は
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
産
業
民
主
主
義
に
か
ん
す
る
否
定
的
材
料
の
確
認
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
（１）両足、前掲『大衆と共に』三五八’三五九ページ。西尾は、別の回想記の中では、節二次大戦中の自分について、「労働迦
動
背
と
し
て
Ⅲ
っ
て
き
た
」
と
は
語
っ
て
い
な
い
。
「
棚
極
的
な
抵
抗
は
し
な
か
っ
た
が
つ
ぎ
の
時
代
を
ね
ら
っ
て
お
っ
た
し
と
し
て
い
る
。
西
尾
『新売への道』（中村菊男縞・一九六○年・論争社）川六ページ。後者のほうがやや正直な記述になっていると見るべきか。
（２）西尾、前掲『大衆と共に』三五七ページ。ところで、西尾が「反東条の挑戦」を試みたとしている第八十回帝国議会にお
いて、先に脂楠したとおり、西尾は、東条に対してヒットラーのごとくあれ、とし、「此ノ際同氏一二シ気合ヲ州ケテ職ヒ
タ
イ
Ｌ
と
要
望
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
（３）Ａ・ペヴァンは、「戦時にはイギリスの実業家は動員されて政府機関に入る。けれども違うのはこの点だ。イギリスでは
実業家が動員される。アメリカでは実業家が動員する」と述ぺている。Ａ・・ヘヴァン箸、山川菊栄訳『恐怖に代えて』（一
九五一一一年・岩波現代叢書）一一一四ページ。シロの圖口因のぐ目白ロ勺】Ｐ３・命關：国：§：。．＄いい．西尾の帝国議会における発
言の趣旨はペヴァソのこの一一両葉と共通する点があるといえるように思う。だが、問題は、戦時内閣の性格であった。イギリ
スの戦時内閣は、一九四○年から一九四五年において、それ以前の】毎斤『・口堅の）『の日日９斤ではなく、ＤＢ】巌・口の）『の９．
日の貝であった。ｑ・□いく己団員の門停曾口ｏの］・日：》団『嵐のロ思冒８二国。【⑫．】Ｃｓ‐ご『ｍ・図員［ず図冨・ロ・昌口§旨：》】①『、．
（４）Ａ・ペヴァソ、何石『恐怖に代えて』三四ページ。
（５）近衛内側による新体制確立の磁伽の状況までで分脈を了えているのであるが、「日本ファシズムの特画の一つを議会主義
的なもののなかに追求しようとした」とする前肋省三『川本ファシズムと議会ｌその史的究明－Ｊ（一九五六年・法徽文化
社）の視点は、川本ファシズム論としては初期のものであるが、数多くのⅢ水ファシズム文献の巾で、私にはとくに注側さ
れるものとなっている。
（６）一九六○年に総評の内部から提起された「川本労働組合主義」の発想が、戦後労動運動史における左派の立場からする労
戦時体制下の社会民主主義者
八
五
戦時体制下の社会民主主縫者
八六
伽組合主縫のとらえｍしの起点になってい輪。しかし、終職泣後の氏主人氏辿遡結成準備大会（一九四六年四月）におい
て、すでに「労働組合ノ発言権ノ強化並一一経懲参加ニョル座業民主主蕊ノ確立Ｌがうたわれていた例があった。吉田健二
「民主人氏迎捌関係溢料Ｌ『歴史群論」（擁二九八号。一九七五年二月）。そもそも一九○一年における「社会民主党宣言Ｌ
が、自由民権通勤の政治民主主義追求段階をふまえた上での経済民主主義追求の宣言であった琳爽を指摘しておきたい。さ
らに舞台は述うが、輸国の民主化闘争の今日的到迷点である一九七八年の「三・一民主立言」が、南北朝鮮の「民主統一Ｌ
を
主
張
し
、
統
一
さ
れ
た
朝
鮮
半
胤
の
社
会
体
制
と
し
て
政
治
的
に
は
「
議
会
制
民
主
主
義
の
体
制
」
を
、
絲
済
的
に
は
「
労
使
の
共
同
決
定
を
制
度
化
す
る
産
難
民
主
主
義
の
体
制
」
を
求
め
て
い
る
例
が
あ
ぁ
。
「
分
権
型
の
民
主
主
護
的
な
社
会
主
義
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あろうか。共同報告「日木の対朝鮮政餓の転換を」『世界』（一九七八年二月）八○頁参照。とくに注目すべきは、最近の
わが国においてウェップ夫妻による産業民主主義論がマルクス主義の文脈の中で再検討されている動向であろう。前脚の
『大月・経済学辞典』における新しいとらえ方のほか、小野秀生「都市社会主義とシビル・ミニマム論」京都自治体問題研
究
所
編
『
地
方
自
治
と
シ
ピ
ル
ミ
ニ
マ
ム
』
Ｃ
九
七
八
年
・
法
律
文
化
社
）
、
池
上
惇
『
国
家
独
占
茨
木
主
義
論
と
法
律
学
ｌ
現
代
法
論
争
に
よ
せ
て
－
暗
二
九
七
八
年
・
早
大
法
研
若
年
研
究
者
の
会
発
行
ペ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
な
ど
が
ウ
ェ
ッ
プ
評
価
の
新
し
い
試
み
を
展
開
し
て
い
る
。
